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一

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け

渡

　
　邉

　
　容
一
郎

一
、
は
じ
め
に

二
、
三
つ
の
ト
ー
リ
ー
主
義
と
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
基
本
的
性
格

三
、
穀
物
法
撤
廃
を
め
ぐ
る
党
内
分
裂
と
そ
の
政
治
史
的
意
義

四
、
お
わ
り
に

一
、
は
じ
め
に

議
員
集
団
と
い
う
見
地
か
ら
見
た
場
合
、
今
日
に
至
る
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
（the C

onservatives

─
以
下
保
守
党
）
の
真
の
出
発
点
は
、

ど
の
時
期
・
ど
の
出
来
事
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

論
　
説

）
一
（
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二

一
般
的
に
は
、
一
八
三
二
年
総
選
挙
（
１
）

で
大
敗
し
た
「
第
一
次
選
挙
法
改
正
」（G
reat R

eform
 A

ct （
２
））

反
対
派
、
す
な
わ
ち
ト
ー
リ
ー
党
（
３
）

（the T
ories

）
の
復
活
（
具
体
的
に
は
そ
れ
以
後
の
総
選
挙
に
お
け
る
議
席
増
、
カ
ー
ル
ト
ン
ク
ラ
ブ
設
置
な
ど
の
党
組
織
化
）
に
求
め
ら
れ
る
。
加

え
て
、
一
八
三
五
年
総
選
挙
期
間
中
、
ト
ー
リ
ー
党
支
持
基
盤
の
拡
大
を
狙
っ
て
時
の
首
相
ピ
ー
ル
（R

obert P
eel

）
が
前
年
末
に
公
表

し
た
「
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
」（T

am
w

orth M
anifesto （

４
））

の
内
容
も
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
中
村
英
勝
は
『
イ
ギ
リ
ス
議
会
史
〔
新
版
〕』
で
、
一
八
三
二
年
の
完
敗
後
、
ト
ー
リ
ー
党
は
ピ
ー
ル
の
強
力
な
指
導
の
下

保
守
党
に
再
編
成
さ
れ
た
と
し
た
う
え
で
、
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
に
つ
い
て
も
、
そ
の
後
長
く
保
守
党
の
指
導
原
理
と
な
っ
た
（
中
村 

1986

：113-114

）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
最
新
の
研
究
で
も
、「
イ
ギ
リ
ス
史
上
初
代
保
守
党
党
首
と
し
て
広
く

認
識
さ
れ
て
い
る
の
が
サ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
・
ピ
ー
ル
（
５
）

」（G
aunt 2015

：59

） （
傍
線 

引
用
者
）
で
あ
り
、
一
八
三
〇
年
を
保
守
党
の
起
源
お

よ
び
出
発
点
と
す
る
の
が
ベ
タ
ー
（G

aunt 2023

：1-2

）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
八
三
〇
〜
四
〇
年
代
前
半
の
ピ
ー
ル
時
代

を
保
守
党
の
出
発
点
と
す
る
見
方
は
根
強
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
ピ
ー
ル
は
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
で
「
保
守
党
」
と
い
う
言
葉
を
一
切
用
い
て
い
な
い
。
加
え
て
、
同
時
期
の
政
治
状
況

を
見
て
み
る
と
、
政
策
や
人
材
面
で
ト
ー
リ
ー
党
か
ら
保
守
党
に
完
全
変
化
し
た
と
さ
れ
る
出
来
事
も
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
む
し

ろ
ピ
ー
ル
が
そ
の
第
二
次
内
閣
で
自
党
多
数
派
議
員
の
反
対
を
押
し
切
り
一
八
四
六
年
に
実
現
さ
せ
た
穀
物
法
撤
廃
（the repeal of the 

C
orn L

aw
s

）
を
め
ぐ
る
党
内
対
立
と
分
裂

─
ピ
ー
ル
と
一
緒
に
脱
党
し
、
ホ
イ
ッ
グ
党
（the W

higs

）
や
急
進
派
と
合
流
し
て
自
由
党

（the L
iberals

）
の
結
成
に
貢
献
し
た
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
（W

illiam
 G

ladstone

）
ら
「
賛
成
派
・
自
由
貿
易
派
」（
ピ
ー
ル
派

─P
eelites

）

と
、
そ
の
ま
ま
残
留
し
た
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
（B

enjam
in D

israeli

）
ら
「
反
対
派
・
保
護
貿
易
派

─P
rotectionists

」
と
の
分
裂
、
そ

し
て
そ
れ
に
伴
う
残
留
組
の
後
者
こ
そ
、
議
員
集
団
と
し
て
の
〝
過
去
と
の
断
絶
な
ら
び
に
出
直
し
〟
と
い
う
意
味
で
、
現
保
守
党
の
真

）
二
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

三

の
出
発
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
（B

lake 1988

：58

、
邦
訳 1979

：75

）
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ブ
レ
ー
ク
（R

obert B
lake

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
今
日
に
至
る
保
守
党
の
真
の
出
発
点
が
一
八
四
六
年
以
降
で

あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
（
一
八
四
一
〜
四
六
年
）
を
通
説
ど
お
り
「
最
初
の
保
守
党
」
内
閣
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
で

は
な
く
、
逆
に
「
最
後
の
ト
ー
リ
ー
党
」
内
閣
と
位
置
づ
け
直
し
、
そ
の
論
拠
を
示
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
三
つ
の
ト
ー
リ
ー
主
義
と
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
基
本
的
性
格

ま
ず
本
章
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
史
上
初
の
本
格
的
保
守
党
政
権
と
さ
れ
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
再
検
討
し

て
い
く
。

⑴
　
一
八
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
三
つ
の
ト
ー
リ
ー
主
義

周
知
の
よ
う
に
、
保
守
党
と
そ
の
保
守
主
義
（C

onservatism

）
は
、
い
わ
ゆ
る
ト
ー
リ
ー
党
と
ト
ー
リ
ー
主
義
（T

oryism

）
の
伝
統

を
そ
の
前
身
な
い
し
基
盤
と
し
て
い
る
。

二
〇
世
紀
初
頭
の
保
守
党
政
治
家
で
著
述
家
で
も
あ
る
セ
シ
ル
（H

ugh C
ecil

）
は
、
イ
ギ
リ
ス
近
代
（
政
治
的
）
保
守
主
義
の
構
成
要

素
と
し
て
以
下
の
三
つ
を
指
摘
し
た
（C

ecil 1912

：244

、
邦
訳 1979

：203

）。

①
　
自
然
的
保
守
主
義
（conservatism

）

）
三
（
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よ
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身
な
い
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〇
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四

②
　
ト
ー
リ
ー
主
義

③
　
帝
国
主
義
（im

perialism

）

セ
シ
ル
に
よ
る
と
、
小
文
字
の
〝
c
〟
で
表
記
さ
れ
る
「
自
然
的
保
守
主
義
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
共
通
す
る
本
能
的
感
情
で
あ
り
、

未
知
な
る
も
の
へ
の
不
信
の
念
と
、
慣
れ
た
も
の
に
対
す
る
愛
着
の
念
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
左
右
も
政
治
的
立

場
の
違
い
も
問
わ
な
い
。
ま
た
、「
帝
国
主
義
」
は
、
他
に
良
い
名
称
が
な
い
た
め
こ
う
呼
ぶ
が
、
要
す
る
に
国
家
の
強
大
化
を
支
持
し
、

国
家
を
強
大
に
す
る
た
め
の
国
家
統
一
を
支
持
す
る
感
情
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
的
保
守
主
義
と
帝
国
主
義
に
関
し
て
は
、

自
由
党
や
労
働
党
な
ど
保
守
党
以
外
の
政
党
で
も
標
榜
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
同
時
に
、
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
も
受
け
容
れ
ら
れ
得
る
。

と
こ
ろ
が
「
ト
ー
リ
ー
主
義
」
は
そ
う
で
は
な
い
。
セ
シ
ル
に
よ
れ
ば
ト
ー
リ
ー
主
義
は
、
国
教
会
と
国
王
の
擁
護
、
つ
ま
り
は
宗
教

と
権
威
に
対
す
る
崇
敬
の
念
と
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
ホ
イ
ッ
グ
党
の
ホ
イ
ッ
グ
主
義
（W

higgism

）
と
明
確
に
区
別
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

ト
ー
リ
ー
主
義
も
ホ
イ
ッ
グ
主
義
も
、
伝
統
的
国
家
構
造
を
擁
護
・
維
持
す
る
立
場
と
い
う
点
で
は
一
致
す
る
。
た
だ
ホ
イ
ッ
グ
主
義

は
、
自
由
の
確
保
と
い
う
目
的
を
果
た
す
手
段
と
し
て
「
国
王
大
権
の
制
約
」
も
重
視
す
る
。
そ
の
た
め
、
伝
統
的
国
家
構
造
の
な
か
で

も
と
り
わ
け
議
会
（
庶
民
院
）
の
役
割
や
宗
派
的
異
議
申
立
て
な
ど
を
強
調
す
る
（L

each 2015

：65

）。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、「
独
任

制
・
単
独
性
に
基
づ
く
タ
テ
社
会
」
よ
り
も
「
少
数
合
議
制
・
寡
頭
制
に
基
づ
く
ヨ
コ
社
会
」
を
志
向
す
る
観
念
と
い
う
こ
と
も
可
能
で

あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
ト
ー
リ
ー
主
義
以
上
に
反
権
威
主
義
的
傾
向
を
示
す
た
め
、
都
市
部
の
商
工
業
者
や
非
国
教
徒
、「
自
由
と
権
利
」

の
拡
大
を
求
め
る
進
歩
派
や
新
興
勢
力
に
受
け
容
れ
ら
れ
や
す
い
。

こ
れ
に
対
し
ト
ー
リ
ー
主
義
は
、
一
七
世
紀
後
半
に
生
じ
た
王
位
継
承
問
題
を
め
ぐ
る
国
王
側
の
立
場
、
す
な
わ
ち
「
国
王
大
権
の
不

）
四
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

五

可
侵
性
と
尊
重
」
を
重
視
す
る
立
場
で
あ
り
、
そ
れ
を
そ
の
敵
対
者
た
ち
が
罵
っ
た
言
葉‘T

ory ’ （
６
）

に
由
来
す
る
。
国
王
大
権
の
尊
重
を

掲
げ
る
こ
と
か
ら
ト
ー
リ
ー
主
義
は
「
宗
教
と
権
威
に
対
す
る
崇
敬
の
念
」
を
、
具
体
的
に
は
「
国
王
」
と
そ
れ
を
頂
点
と
し
た
「
国
教

会
体
制
」
を
完
全
擁
護
す
る
立
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
理
由
か
ら
ト
ー
リ
ー
主
義
者
（
議
員
）
は
、
第
一
次
選
挙
法

改
正
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
議
会
改
革
（
選
挙
権
の
拡
大
に
伴
う
民
主
化
）
に
は
原
則
反
対
の
立
場
を
示
し
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
も
ト
ー

リ
ー
主
義
者
は
、
伝
統
的
国
家
構
造
の
な
か
で
も
特
に
権
威
的
な
国
王
大
権
や
国
教
会
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
に
加
え
、
当
時
の
地
主
寡

頭
体
制
に
象
徴
さ
れ
る
「
上
意
下
達
的
命
令
体
系
や
、
独
任
制
・
単
独
制
的
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
型
タ
テ
社
会
」
と
い
う
「
秩
序
」
に
も
拘

る
立
場
と
い
え
る
。

ホ
イ
ッ
グ
主
義
者
と
比
較
し
て
、
大
凡
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
示
す
ト
ー
リ
ー
主
義
者
（
政
権
）
で
あ
っ
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に

一
八
二
二
年
頃
か
ら
は
、
ト
ー
リ
ー
主
義
者
も
当
時
の
自
由
主
義
的
時
代
精
神
（Z

eitgeist

）
の
影
響
を
徐
々
に
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。

さ
ら
に
、
先
行
研
究
や
史
実
を
踏
ま
え
る
と
、
ピ
ー
ル
な
ど
が
活
躍
し
た
一
八
二
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
の
ト
ー
リ
ー
党
に
は
三
つ
の

ト
ー
リ
ー
主
義
が
併
存
し
て
お
り
、
状
況
に
応
じ
て
こ
れ
ら
が
主
導
権
争
い
を
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ

ば
、
彼
ら
の
意
に
共
通
し
て
反
す
る
第
一
次
選
挙
法
改
正
の
実
現
（
一
八
三
二
年
）
後
、
ト
ー
リ
ー
主
義
者
と
し
て
選
択
可
能
な
路
線
が

以
下
の
と
お
り
、
少
な
く
と
も
三
つ
あ
っ
た
（B

lake 1988

：19-26

、
邦
訳 1979

：33-42

、Jennings 1961

、S
tew

art 1978

ほ
か
）
と
い
う

こ
と
に
も
な
る
。

⒜
　
ウ
ル
ト
ラ
・
ト
ー
リ
ー
主
義
　（
極
右
派
ト
ー
リ
ー
主
義
者
）

）
五
（
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体
制
」
を
完
全
擁
護
す
る
立
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
理
由
か
ら
ト
ー
リ
ー
主
義
者
（
議
員
）
は
、
第
一
次
選
挙
法

改
正
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
議
会
改
革
（
選
挙
権
の
拡
大
に
伴
う
民
主
化
）
に
は
原
則
反
対
の
立
場
を
示
し
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
も
ト
ー

リ
ー
主
義
者
は
、
伝
統
的
国
家
構
造
の
な
か
で
も
特
に
権
威
的
な
国
王
大
権
や
国
教
会
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
に
加
え
、
当
時
の
地
主
寡

頭
体
制
に
象
徴
さ
れ
る
「
上
意
下
達
的
命
令
体
系
や
、
独
任
制
・
単
独
制
的
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
型
タ
テ
社
会
」
と
い
う
「
秩
序
」
に
も
拘

る
立
場
と
い
え
る
。

ホ
イ
ッ
グ
主
義
者
と
比
較
し
て
、
大
凡
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
示
す
ト
ー
リ
ー
主
義
者
（
政
権
）
で
あ
っ
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に

一
八
二
二
年
頃
か
ら
は
、
ト
ー
リ
ー
主
義
者
も
当
時
の
自
由
主
義
的
時
代
精
神
（Z

eitgeist

）
の
影
響
を
徐
々
に
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。

さ
ら
に
、
先
行
研
究
や
史
実
を
踏
ま
え
る
と
、
ピ
ー
ル
な
ど
が
活
躍
し
た
一
八
二
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
の
ト
ー
リ
ー
党
に
は
三
つ
の

ト
ー
リ
ー
主
義
が
併
存
し
て
お
り
、
状
況
に
応
じ
て
こ
れ
ら
が
主
導
権
争
い
を
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ

ば
、
彼
ら
の
意
に
共
通
し
て
反
す
る
第
一
次
選
挙
法
改
正
の
実
現
（
一
八
三
二
年
）
後
、
ト
ー
リ
ー
主
義
者
と
し
て
選
択
可
能
な
路
線
が

以
下
の
と
お
り
、
少
な
く
と
も
三
つ
あ
っ
た
（B

lake 1988

：19-26
、
邦
訳 1979

：33-42

、Jennings 1961

、S
tew

art 1978

ほ
か
）
と
い
う

こ
と
に
も
な
る
。

⒜
　
ウ
ル
ト
ラ
・
ト
ー
リ
ー
主
義
　（
極
右
派
ト
ー
リ
ー
主
義
者
）

）
五
（
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⒝
　
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
　（
急
進
的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
）

⒞
　
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
　（
自
由
主
義
的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
）

そ
こ
で
、
保
守
党
史
家
ブ
レ
ー
ク
の
解
説
・
分
析
を
参
考
に
、
同
じ
ト
ー
リ
ー
主
義
の
な
か
で
併
存
し
て
い
た
こ
れ
ら
三
つ
の
路
線
な

い
し
立
場
（
傾
向
）
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

⒜
の
ウ
ル
ト
ラ
・
ト
ー
リ
ー
主
義
は
、
地
主
層
の
従
来
的
利
益
の
み
重
視
す
る
、
最
も
基
本
的
で
伝
統
的
な
ト
ー
リ
ー
主
義
と
い
え
る
。

国
王
と
国
教
会
体
制
の
維
持
を
強
調
す
る
地
主
貴
族
や
ジ
ェ
ン
ト
リ
層
な
ど
を
主
な
支
持
基
盤
と
し
て
お
り
、「
農
業
利
益
重
視
・
保
護

貿
易
維
持
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
支
持
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
解
放
反
対
」
の
死
守
に

─
残
り
二
つ
の
ト
ー
リ
ー
主
義
者
以
上
に

─
拘
る
の
が
そ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
「
保
護
貿
易
維
持
」
は
ト
ー
リ
ー
党
の
伝
統
的
支
持
基
盤
で
あ
る
地
方
農
村
部
の
農
業

利
益
と
直
結
す
る
た
め
、
極
右
派
の
み
な
ら
ず
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
地
方
農
村
部
を
選
挙
基
盤
と
す
る
三
つ
の
ト
ー
リ
ー
主
義
者
す

べ
て
に
ほ
ぼ
共
通
の
認
識
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
路
線
は
、
旧
来
の
有
権
者
で
あ
る
地
主
層
の
感
情
と
利
益
に
最
も
合
致
し
て
い
た
が
、
選
挙
の
文
脈
で
は
支
持
基
盤

が
狭
す
ぎ
て
、
中
産
階
級
へ
の
選
挙
権
拡
大
（
第
一
次
選
挙
法
改
正
実
現
）
後
の
現
状
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
弱
点
も
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
立
場
の
い
わ
ば
〝
頑
固
な
〟
ト
ー
リ
ー
党
議
員
た
ち
は
極
右
派
（U

ltras

）
と
呼
ば
れ
、
比
較
的
少
人
数
な
が
ら
も
現
状
維
持
を
頑
な

に
望
み
、
些
細
な
変
革
に
も
拒
絶
反
応
を
示
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
産
業
革
命
後
の
新
し
い
時
代
へ
の
適
応
や
政
権
獲
得
維

持
（
総
選
挙
勝
利
）
を
目
標
に
、
支
持
基
盤
を
よ
り
拡
大
し
て
い
こ
う
と
い
う
路
線
・
立
場
が
、
さ
ら
に
二
つ
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

）
六
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

七

ま
ず
、
ト
ー
リ
ー
党
議
員
で
あ
り
な
が
ら
中
産
階
級
を
飛
び
越
え
て
労
働
者
階
級
と
同
盟
し
、
ホ
イ
ッ
グ
党
支
持
者
の
多
い
中
産
階
級

（
商
工
業
者
）
と
対
決
し
よ
う
と
す
る
急
進
的
な
立
場
が
⒝
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
ト
ー
リ
ー
的
パ

タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
も
呼
ば
れ
る
「
家
父
長
的
温
情
主
義
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
労
働
者
保
護
と
関
係
が
深
い
。
し
か
し
国
教
会
に
対
す
る

伝
統
的
愛
着
に
加
え
、
上
流
層
と
し
て
の
〝
高
貴
な
義
務
感
〟
に
基
づ
き
、
都
市
部
に
住
む
下
層
民
へ
の
福
祉
や
、
保
護
関
税
を
通
じ
て

の
経
済
統
制
（
保
護
貿
易
主
義
な
ど
）
に
も
関
心
を
示
し
た
。

し
た
が
っ
て
こ
の
路
線
は
「
急
進
的
傾
向
」
と
「
反
動
的
傾
向
」
を
併
せ
も
つ
独
特
の
立
場
と
も
い
え
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
も
割
と

少
数
派
で
あ
っ
た
が
、
産
業
革
命
以
後
の
工
業
化
や
功
利
主
義
、
自
由
貿
易
主
義
の
進
展
に
反
発
す
る
比
較
的
進
歩
的
な
理
想
主
義
者
な

ど
に
支
持
さ
れ
て
い
た
。
資
本
主
義
の
弊
害
を
是
正
し
、
労
働
者
階
級
を
味
方
に
つ
け
よ
う
と
す
る
点
で
は
時
代
を
先
取
り
し
て
い
た
感

が
あ
る
も
の
の
、
周
知
の
よ
う
に
労
働
者
階
級
は
一
八
六
七
年
ま
で
有
権
者
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
政
権
獲
得
維
持
（
総
選
挙
勝
利
）
と

い
う
点
か
ら
見
る
と
、
当
時
こ
の
路
線
に
は
魅
力
が
乏
し
か
っ
た
と
い
え
る
。

次
に
、
こ
れ
に
対
す
る
も
う
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、
産
業
革
命
の
成
果
と
一
八
二
〇
年
代
以
降
の
自
由
主
義
的
傾
向
に
合
わ
せ
る
形

で
、
特
に
穏
健
な
中
産
階
級
を
包
摂
し
よ
う
と
す
る
の
が
⒞
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
じ
ト
ー
リ
ー
主
義

の
な
か
で
「
ウ
ル
ト
ラ
」（
右
）
と
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
」（
左
）
の
「
中
間
」
に
位
置
す
る
こ
の
路
線
・
立
場
は
、
ト
ー
リ
ー
党
を
当
時
の
過

激
な
革
命
勢
力
へ
の
防
波
堤
に
す
る
た
め
、
極
右
派
ト
ー
リ
ー
主
義
者
の
ご
と
く
改
革
（
た
と
え
ば
選
挙
権
の
拡
大
や
自
由
貿
易
路
線
へ
の
転

換
な
ど
）
に
何
で
も
反
対
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
急
進
的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
の
よ
う
に
非
現
実
的
理
想
論
に
走
る
わ
け
で
も
な
い
。
逆

に
「
伝
統
的
諸
制
度
を
護
る
た
め
に
も
、
慎
重
な
改
革
な
ら
（
ホ
イ
ッ
グ
の
も
の
で
も
）
受
け
容
れ
る
」
と
い
う
、
柔
軟
で
現
実
的
な
姿
勢

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
自
由
主
義
的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
は
、
元
来
基
本
的
に
は
保
護
貿
易
主
義
者
だ
っ
た
も
の
の
、（
ピ
ー
ル
の
よ
う
に
）

）
七
（
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に
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を
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に
も
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も
の
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も
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れ
る
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、
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で
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。
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状
況
次
第
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
保
護
貿
易
主
義
を
放
棄
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
こ
の
路
線
（
自
由
主
義
的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
）
は
ホ
イ
ッ
グ
党
穏
健
派
（
保
守
系
）
議
員
と
も
そ
れ
な
り
に
協
力
関
係
を
構
築
で

き
る
立
場
と
い
え
た
。
理
論
上
ホ
イ
ッ
グ
党
と
区
別
し
に
く
い
と
い
う
極
右
派
か
ら
の
批
判
も
あ
っ
た
が
、
選
挙
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、

当
時
こ
れ
が
「
保
守
」
層
の
支
持
基
盤
を
最
も
広
げ
や
す
い
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
正
確
な
人
数
は
不
明
だ

が
、
こ
の
現
実
的
で
柔
軟
な
路
線
を
支
持
す
る
ト
ー
リ
ー
党
議
員
も
一
定
数
居
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
当
時
の
ト
ー
リ
ー
主
義
（
ト
ー
リ
ー
党
政
治
家
）
に
は
、
大
ま
か
に
い
え
ば
上
記
三
つ
の
諸
要
素
が
共
存
し
て
お
り
、
た
と

え
ば
、
急
進
主
義
勢
力
の
阻
止
・
イ
コ
ー
ル
・（
君
主
制
や
国
教
制
、
地
主
寡
頭
制
な
ど
の
）
現
行
秩
序
の
維
持
と
い
っ
た
彼
ら
共
通
の
「
目

標
」
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
か
つ
現
実
的
「
手
段
」
を
め
ぐ
っ
て
、
常
に
主
導
権
争
い
が
な
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
三
つ
の
う
ち
ど
れ
が
〝
メ
イ
ン
〟
と
な
る
か
は
、「
状
況
」
な
ら
び
に

─
今
日
の
よ
う
に
支
持
者
（
議
員
）
の
人
数
で
は
な
く

─
首
相
や
院
内
指
導
者
な
ど
の
「
リ
ー
ダ
ー
」
次
第
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

で
は
、
本
稿
の
研
究
対
象
と
な
る
ピ
ー
ル
本
人
と
そ
の
第
一
次
お
よ
び
第
二
次
内
閣
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
い
か
な
る
立
場
に
該
当
す
る

の
か
さ
ら
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

⑵
　
主
要
政
治
業
績
に
見
る
ピ
ー
ル
的
保
守
主
義
の
実
態

こ
こ
で
は
、
上
述
し
た
三
つ
の
ト
ー
リ
ー
主
義
路
線
・
立
場
と
い
う
見
地
か
ら
、
ピ
ー
ル
の
主
な
政
治
業
績
を
検
討
す
る
。
そ
の
た
め
、

時
系
列
的
に
以
下
の
三
つ
の
時
期
を
対
象
と
し
た
い
。
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八
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イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

九

①
　
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
内
閣
時
代
　（
一
八
二
八
〜
三
〇
年
）

②
　
第
一
次
ピ
ー
ル
内
閣
時
代
　（
一
八
三
四
〜
三
五
年
）

③
　
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
時
代
　（
一
八
四
一
〜
四
六
年
）

①

　ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
内
閣
時
代

既
述
の
よ
う
に
一
八
二
二
年
頃
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
本
来
守
旧
的
で
頑
固
な

ト
ー
リ
ー
党
（
政
権
）
で
す
ら
、
当
時
の
自
由
主
義
的
風
潮
に
影
響
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
典
型
例
と
し
て
、
当
時
中
南
米
な
ど
世
界
各
地
で
生
じ
た

自
由
主
義
・
民
族
主
義
運
動
に
対
す
る
不
干
渉
を
唱
え
実
践
し
た
カ
ニ
ン
グ

（G
eorge C

anning

）
外
相
・
首
相
の
「
反
ウ
ィ
ー
ン
体
制
的
＝
自
由
主
義
的
対
外

政
策
」、
い
わ
ゆ
る
「
カ
ニ
ン
グ
外
交
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
政
面
で

も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
解
放
を
支
持
す
る
な
ど
自
由
主
義
的
傾
向
を
示
し
た
カ
ニ
ン

グ
は
、
そ
の
意
味
で
一
八
二
〇
年
代
を
代
表
す
る
「
自
由
主
義
的
ト
ー
リ
ー
主
義

者
」（
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
）
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
表
２
を
参
照
）。

カ
ニ
ン
グ
政
権
（
一
八
二
七
年
）、
そ
し
て
ゴ
ド
リ
ッ
チ
（V

iscount G
oderich

）

政
権
（
一
八
二
七
〜
二
八
年
）
以
後
の
ト
ー
リ
ー
党
政
権
を
担
っ
た
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン

（1st D
uke of W

ellington

）
は
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
い
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
を

【表 １】　歴代内閣一覧　（１8１2〜１855年）

・1812─27 リヴァプール ［トーリー］

・1827 カニング ［トーリー］ ※カニング外交

・1827─28 ゴドリッチ ［トーリー］

・1828─30　 ウェリントン　 ［トーリー］ 　 ※審査法廃止（1828）ほか

・1830─34 グレー ［ホイッグ］ ※第一次選挙法改正（1832）

・1834 メルバーン① ［ホイッグ］

・1834─35　 ピール① 　 ［トーリー］ 　 ※タムワース宣言（1834）

・1835─41 メルバーン② ［ホイッグ］

・1841─46　 ピール② 　 ［トーリー／保守党］　 ※穀物法撤廃（1846）→分裂

・1846─52 ラッセル ［ホイッグ］ ※ピール派が支援

・1852 ダービー① ［保守党］

・1852─55 アバディーン ［ホイッグ］ ※ピール派とホイッグ党の連立

出典　中村英勝．1986．『イギリス議会史〔新版〕』有斐閣．220頁の付表 6 に基づき筆者作成。
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　第
六
十
一
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

一
〇

破
っ
た
陸
軍
司
令
官
と
し
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
政
治
家
と
し
て
は
守
旧
派
を
代
表
す
る
典
型
的
な
ト
ー
リ
ー
主
義
者
で
も
あ
っ
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
彼
の
政
権
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
中
央
地
方
の
官
職
就
任
か
ら
排
除
し
て
き
た
審
査
法
（T

est A
ct

）

が
廃
止
（
一
八
二
八
年
）
さ
れ
た
り
、
翌
年
に
は
旧
教
徒
解
放
法
（R

om
an C

atholic R
elief A

ct

）
も
成
立
し
た
り
し
て
い
る
。
元
来
こ
う

し
た
「
リ
ベ
ラ
ル
な
」
政
策
に
反
対
し
て
き
た
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
首
相
を
時
の
庶
民
院
指
導
者
で
内
相
の
ピ
ー
ル
が

─
彼
も
ト
ー
リ
ー
主

義
者
の
た
め
当
初
は
も
ち
ろ
ん
反
対
し
て
い
た
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
内
乱
が
生
じ
る
危
険
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
態
度
を
変
え
て

─

説
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
か
ら
で
あ
る
。

内
相
と
し
て
ピ
ー
ル
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
結
社
禁
止
法
（C

om
bination A

cts

）
を
廃
止
し
て
労
働
組
合
結
成
を
容
易
な
ら
し
め
た
り
、

刑
務
所
改
革
に
加
え
、
死
刑
に
該
当
す
る
犯
罪
項
目
数
を
減
ら
す
た
め
刑
法
改
正
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
ト
ー
リ
ー
主
義
者
で
あ
り
な

が
ら
、
時
代
の
風
潮
に
合
わ
せ
た
自
由
主
義
的
改
革
を
数
多
く
実
施
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ピ
ー
ル
は
こ
の
時
期
か
ら
「
自
由
主
義

的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
」
だ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
同
時
に
ピ
ー
ル
は
、
こ
う
し
た
姿
勢
を
理
由
に
、
守
旧
的
で
頑
固
な
極
右
派

な
ど
か
ら
、
と
り
わ
け
反
感
を
買
う
存
在
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

②

　第
一
次
ピ
ー
ル
内
閣
時
代

カ
ニ
ン
グ
と
並
ぶ
自
由
主
義
的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
と
い
え
る
ピ
ー
ル
の
真
骨
頂
と
し
て
、
前
述
の
「
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
」
を
挙
げ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
翌
一
八
三
五
年
の
総
選
挙
で
敗
北
し
下
野
し
た
こ
と
か
ら
「
百
日
天
下
」
と
も
称
さ
れ
る
第
一
次
ピ
ー
ル
内
閣
は
、
わ

ず
か
四
か
月
の
短
命
内
閣
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
の
内
容
と
そ
れ
を
発
信
し
た
事
実
に
よ
っ
て
、
ピ
ー

ル
こ
そ
実
質
上
の
「
初
代
保
守
党
党
首
」
と
す
る
見
方
も
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

）
一
一
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

一
一

タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
の
意
義
は
、（
ト
ー
リ
ー
主
義
者
に
ほ
ぼ
共
通
す

る
態
度
と
し
て
）
こ
れ
ま
で
議
会
改
革
（
第
一
次
選
挙
法
改
正
）
に

反
対
を
表
明
し
て
き
た
が
、
今
や
そ
れ
が
成
立
し
た
以
上
、
既
成

事
実
と
し
て
そ
れ
を
受
け
容
れ
た
こ
と
。
同
時
に
、
ホ
イ
ッ
グ
党

政
権
で
な
さ
れ
た
種
々
の
改
革
も
根
本
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
。
こ
れ
ら
を
「
保
守
党
の
党
首
と
し
て
で
は
な
く
、
国

王
陛
下
の
政
府
の
首
相
と
し
て
」
公
式
に
表
明
し
た
こ
と
、
な
ど

に
求
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
次
内
閣
の
首
相
（
庶
民
院

指
導
者
）
と
し
て
の
ピ
ー
ル
の
路
線
も
、
基
本
的
に
は
従
来
ど
お

り
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
だ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

学
界
の
通
説
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「（
元
来
反
対
の
立
場
だ
っ
た
）

議
会
改
革
を
容
認
す
る
姿
勢
を
従
来
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主

義
に
付
け
加
え
た
立
場
」
が
ピ
ー
ル
的
「
保
守
主
義
」
と
評
価
さ

れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
（
表
２
を
参
照
）。
換
言
す

れ
ば
、
当
時
の
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
」
に
「（
穏
健
な
議

会
改
革
支
持
の
）
ホ
イ
ッ
グ
的
要
素
」
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
経
緯
と

そ
の
成
果
が
、
の
ち
の
世
に
な
っ
て
「
ピ
ー
ル
的
保
守
主
義
」

【表 2】　トーリー主義と保守主義の展開� （１7世紀後半〜１9世紀後半）
［　時　期　］ ［　種　類　］ ［　政治家と思想家　］
１7世紀後半と１8世紀 トーリー主義

君主制、英国教会
地主貴族の伝統、理性の限界

ボリングブルック（バーク）

１9世紀初頭 反動的トーリー主義
革命への恐怖、抑圧策
農業保護、ロマン主義

リヴァプール（コールリッジ）

１820年代 自由主義的トーリー主義
自由主義的外交、改革
カトリック教徒の解放

カニング

１830年代、40年代 ピール的保守主義
プラグマティズム、漸進主義
議会改革の受容、穀物法撤廃

ピール

１860年代、70年代 ディズレーリ的保守主義
ワンネーション
パターナリズム
愛国心と帝国主義
トーリー・デモクラシー

ディズレーリ
ランドルフ・チャーチル

出典　 Leach, Robert. 2015 （third edition）. Political Ideology in Britain, London: Palgrave, 
pp.65-66の表3.1から一部抜粋して筆者作成。
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ランドルフ・チャーチル

出典　 Leach, Robert. 2015 （third edition）. Political Ideology in Britain, London: Palgrave, 
pp.65-66の表3.1から一部抜粋して筆者作成。

）
一
一
（
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　第
六
十
一
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

一
二

（P
eelite C

onservatism

）
と
評
価
さ
れ
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
だ
け
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
こ
れ
も
基
本
的
に
は
、「
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
プ
ラ
ス
ホ
イ
ッ
グ
的
要
素
」（
あ
る
い
は
そ
の
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
）
で
し

か
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

③

　第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
時
代

一
八
三
五
年
総
選
挙
に
敗
れ
た
ピ
ー
ル
陣
営
は
、
そ
の
後
の
総
選
挙
で
着
実
に
支
持
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
一
八
四
一
年
の
総

選
挙
で
は
政
敵
・
ホ
イ
ッ
グ
党
を
中
心
と
す
る
、
の
ち
の
自
由
党
陣
営
に
単
独
勝
利
を
収
め
た
。
そ
の
結
果
、
第
二
次
ピ
ー
ル
（
単
独
）

内
閣
が
成
立
し
た
が
、
こ
の
総
選
挙
結
果
は
ピ
ー
ル
の
路
線
、
す
な
わ
ち
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
さ
ら
に
、

穏
健
な
議
会
改
革
で
あ
れ
ば
こ
れ
も
受
容
す
る
と
い
う
ホ
イ
ッ
グ
的
要
素
を
付
け
加
え
た
立
場
」
が
、
ホ
イ
ッ
グ
党
支
持
層
や
中
産
階
級

に
も
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

一
八
四
一
年
総
選
挙
で
の
圧
勝
（
政
権
交
代
）
に
伴
い
、
安
定
多
数
議
席
に
支
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣

だ
っ
た
が
、
ピ
ー
ル
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
路
線
は

─
政
権
復
帰
や
統
治
政
党
と
し
て
の
信
頼
回
復
に
貢
献
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず

─
政
府
与
党
内
部
の
路
線
対
立
や
主
導
権
争
い
を
通
じ
て
、
む
し
ろ
〝
身
内
の
〟
造
反
に
晒
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

通
説
と
は
異
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
が
存
外
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
い
し
政
治
的
プ
リ
ン
シ
プ
ル
に
拘
る
体
質
の
議
員
集
団
」
だ
っ
た
可

能
性
も
、
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
一
般
的
に
最
初
の
本
格
的
保
守
党
政
権
と
し
て
評
価
さ
れ
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
基
本
的
性
格
を
探
る
べ
く
、
そ
の
主
要

政
治
業
績
を
時
系
列
的
に
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

）
一
二
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

一
三

・
ピ
ー
ル
内
閣
の
一
八
四
二
年
度
予
算

保
守
党
史
家
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
（R

obert S
tew

art

）
に
よ
る
と
、
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
が
初
め
て
作
成
し
た
一
八
四
二
年
度
予
算
案
は
、

以
下
三
つ
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
一
八
一
六
年
以
来
と
な
る
所
得
税
導
入
、
輸
入
穀
物
に
対
す
る
保
護
関
税
障
壁
の
引
き
下
げ
、

そ
し
て
一
八
二
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
一
般
関
税
障
壁
撤
廃
案
が
そ
れ
で
あ
る
。
後
者
二
つ
は
、
後
述
す
る
穀
物
法
撤
廃
と
自
由
貿
易
路

線
へ
の
転
換
を
予
知
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
の
経
済
面
で
の
具
体
化
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

し
か
し
他
方
で
、
と
り
わ
け
農
業
保
護
を
絶
対
視
す
る
極
右
派
ト
ー
リ
ー
主
義
者
の
反
発
は
必
至
と
い
え
た
。

予
算
は
国
家
の
意
志
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
ピ
ー
ル
は
政
権
発
足
早
々
、
こ
の
予
算
を
通
じ
て
「
製
造
業
へ
の
保
護
を
増
大
し
賃
金
を
上

昇
さ
せ
る
方
策
に
加
え
、
貧
困
層
へ
の
課
税
負
担
を
少
な
く
し
、
食
料
品
も
含
む
消
費
者
物
価
を
抑
制
し
て
生
活
費
の
負
担
を
軽
く
す
る

方
策
」
を
実
施
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
所
得
税
の
復
活
は
伝
統
的
な
ト
ー
リ
ー
党
支
持
基
盤
の
地

主
階
級
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
重
い
負
担
と
な
っ
た
（ibid.

：181

）
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

・
工
場
法
制
定
方
針
な
ら
び
に
砂
糖
関
税
修
正
案
を
め
ぐ
る
党
内
対
立
（
一
八
四
四
年
）

一
八
四
四
年
三
月
に
は
政
府
の
工
場
法
制
定
（factory legistration

）
方
針
を
め
ぐ
り
、
そ
し
て
六
月
に
な
る
と
今
度
は
「
砂
糖
関
税
」

（sugar duty

）
の
修
正
案
を
め
ぐ
っ
て
、
与
党
内
で
造
反
が
生
じ
た
。
前
者
は
、
工
場
で
の
女
性
労
働
者
や
勤
労
児
童
の
労
働
負
担
を
軽

減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（1844 F

actory A
ct

）。
そ
し
て
後
者
は
、
輸
入
さ
れ
た
砂
糖
に
課
さ
れ
る
関
税
額
を
引
き
下
げ
る
と
い

う
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
与
党
内
対
立
・
造
反
か
ら
わ
か
る
の
は
、「
一
八
三
〇
年
代
を
通
じ
て
政
党
と
い
う
観
念
が
増
大
し
て
い
っ
た
に
も

）
一
三
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

一
三

・
ピ
ー
ル
内
閣
の
一
八
四
二
年
度
予
算

保
守
党
史
家
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
（R

obert S
tew

art

）
に
よ
る
と
、
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
が
初
め
て
作
成
し
た
一
八
四
二
年
度
予
算
案
は
、

以
下
三
つ
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
一
八
一
六
年
以
来
と
な
る
所
得
税
導
入
、
輸
入
穀
物
に
対
す
る
保
護
関
税
障
壁
の
引
き
下
げ
、

そ
し
て
一
八
二
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
一
般
関
税
障
壁
撤
廃
案
が
そ
れ
で
あ
る
。
後
者
二
つ
は
、
後
述
す
る
穀
物
法
撤
廃
と
自
由
貿
易
路

線
へ
の
転
換
を
予
知
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
の
経
済
面
で
の
具
体
化
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

し
か
し
他
方
で
、
と
り
わ
け
農
業
保
護
を
絶
対
視
す
る
極
右
派
ト
ー
リ
ー
主
義
者
の
反
発
は
必
至
と
い
え
た
。

予
算
は
国
家
の
意
志
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
ピ
ー
ル
は
政
権
発
足
早
々
、
こ
の
予
算
を
通
じ
て
「
製
造
業
へ
の
保
護
を
増
大
し
賃
金
を
上

昇
さ
せ
る
方
策
に
加
え
、
貧
困
層
へ
の
課
税
負
担
を
少
な
く
し
、
食
料
品
も
含
む
消
費
者
物
価
を
抑
制
し
て
生
活
費
の
負
担
を
軽
く
す
る

方
策
」
を
実
施
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
所
得
税
の
復
活
は
伝
統
的
な
ト
ー
リ
ー
党
支
持
基
盤
の
地

主
階
級
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
重
い
負
担
と
な
っ
た
（ibid.

：181

）
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

・
工
場
法
制
定
方
針
な
ら
び
に
砂
糖
関
税
修
正
案
を
め
ぐ
る
党
内
対
立
（
一
八
四
四
年
）

一
八
四
四
年
三
月
に
は
政
府
の
工
場
法
制
定
（factory legistration

）
方
針
を
め
ぐ
り
、
そ
し
て
六
月
に
な
る
と
今
度
は
「
砂
糖
関
税
」

（sugar duty

）
の
修
正
案
を
め
ぐ
っ
て
、
与
党
内
で
造
反
が
生
じ
た
。
前
者
は
、
工
場
で
の
女
性
労
働
者
や
勤
労
児
童
の
労
働
負
担
を
軽

減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（1844 F

actory A
ct

）。
そ
し
て
後
者
は
、
輸
入
さ
れ
た
砂
糖
に
課
さ
れ
る
関
税
額
を
引
き
下
げ
る
と
い

う
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
与
党
内
対
立
・
造
反
か
ら
わ
か
る
の
は
、「
一
八
三
〇
年
代
を
通
じ
て
政
党
と
い
う
観
念
が
増
大
し
て
い
っ
た
に
も

）
一
三
（



政
経
研
究

　第
六
十
一
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

一
四

か
か
わ
ら
ず
、
議
員
が
独
自
の
判
断
で
動
く
慣
習
は
消
え
て
い
な
か
っ
た
」（ibid.

：187

）
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
次
選

挙
法
改
正
や
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
な
ど
を
通
じ
てparty

が
徐
々
に
発
達
し
て
い
た
と
は
い
え
、
こ
の
当
時
は
未
だ
そ
の
〝
萌
芽
期
〟
で
し

か
な
く
、
そ
の
実
はfaction

の
集
合
体
で
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
、
ひ
と
口
に
「
ト
ー
リ
ー
主
義
」
と

い
っ
て
も
既
述
の
よ
う
に
三
つ
の
「
諸
傾
向
」（tendencies

）
が
内
在
し
て
い
た
事
実
は
明
白
と
い
え
よ
う
。

・
メ
イ
ヌ
ー
ス
助
成
金
増
額
を
め
ぐ
る
党
内
対
立
（
一
八
四
五
年
）

第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
期
の
与
党
内
対
立
・
造
反
（
ピ
ー
ル
と
そ
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
に
対
す
る
党
内
異
議
申
し
立
て
）
は
、
経
済
・

貿
易
・
農
業
問
題
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
前
述
の
と
お
り
国
教
会
体
制
と
そ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
固
執
す
る
ト
ー

リ
ー
主
義
者
か
ら
す
れ
ば
、
国
内
的
に
は
少
数
派
で
は
あ
る
も
の
の
、
旧
来
の
敵
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
（
旧
教
徒
）
に
対
す
る
譲
歩
や
寛
容

的
妥
協
は
、
感
情
面
に
お
い
て
も
許
し
難
い
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
政
策
と
し
て
実
行
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
自
由

主
義
的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
で
リ
ー
ダ
ー
の
ピ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

事
の
起
こ
り
は
一
八
四
五
年
、
メ
イ
ヌ
ー
ス
（M

aynooth
）
の
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
校
に
対
す
る
政
府
助
成
金
を
一
七
九
五
年
以
来
初
め

て
増
額
す
る
と
い
う
法
案
（
い
わ
ゆ
る
メ
イ
ヌ
ー
ス
法
案
）
を
ピ
ー
ル
自
身
が
提
出
し
た
こ
と
に
よ
る
。
同
法
案
は
成
立
し
た
が
、
こ
の

〝
リ
ベ
ラ
ル
な
〟
方
針
を
め
ぐ
っ
て
は
、
翌
年
の
穀
物
法
撤
廃
で
ピ
ー
ル
を
支
持
し
、
ピ
ー
ル
派
の
一
員
と
し
て
行
動
を
共
に
し
た
グ

ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
で
さ
え
閣
僚
を
辞
任
す
る
ほ
ど
拒
絶
反
応
が
強
く
、
与
党
内
の
意
見
も
二
分
し
て
し
ま
っ
た
（G

arnett 2023

：39-40

）。

提
案
者
の
ピ
ー
ル
か
ら
す
れ
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
相
時
代
（
一
八
一
二
〜
一
八
年
）
の
経
験
か
ら
、「
保
守
的
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
統
治
メ

ソ
ッ
ド
」
な
る
も
の
を
長
年
探
究
し
た
集
大
成
こ
そ
、
こ
の
メ
イ
ヌ
ー
ス
法
案
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
連
合
王
国
や
ア
イ
ル
ラ
ン

）
一
四
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

一
五

ド
国
教
会
な
ど
の
存
在
を
揺
る
が
す
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
は
国
王
と
国
教
会
の
教
義
を
根
強
く
信
奉
す
る
彼
の
支
持
者
と
も
対
立
せ
ず
、

し
か
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
側
へ
の
正
当
な
取
り
扱
い
ま
で
実
現
で
き
る
（S

tew
art 1978

：190

）
と
彼
は
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
メ
イ
ヌ
ー
ス
法
案
も
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
や
宗
教
問
題
に
関
す
る
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
の
表
れ
と
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
さ
ん
ざ
ん
ピ
ー
ル
に
煮
え
湯
を
飲
ま
さ
れ
て
き
た
反
対
派
（
特
に
極
右
派
）、
と
り
わ
け
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
拘

る
福
音
主
義
的
低
教
会
（evangelical L

ow
 C

hurch

）
派
の
ト
ー
リ
ー
党
議
員
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
断
じ
て
許
し
が
た
い
政
策
だ
っ
た

で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
メ
イ
ヌ
ー
ス
法
案
の
採
決
に
お
け
る
与
党
議
員
の
内
訳
は
賛
成
一
四
八
人
、
反
対
一
四
九
人
（ibid.

：193

）
だ
っ

た
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
第
二
次
内
閣
に
お
い
て
、
首
相
ピ
ー
ル
は
党
内
対
立
を
激
化
さ
せ
た
。
そ
の
要
因
の
一
つ
に
、「
リ
ー
ダ
ー
」
ピ
ー
ル
の

リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
路
線
に
対
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
「
フ
ォ
ロ
ワ
ー
」
に
よ
る
積
年
の
反
感
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
そ
し
て
そ
の
影
響
は
、
翌
年
の
穀
物
法
撤
廃
を
め
ぐ
る
党
内
完
全
分
裂
➡
撤
廃
反
対
派
に
よ
る
事
実
上
の
「
新
党
」
結
成
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
。

こ
う
し
て
見
て
み
る
と
、
最
初
の
本
格
的
保
守
党
政
権
と
さ
れ
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
時
代
の
「
保
守
党
」
と
い
っ
て
も
、
実
は
、

ピ
ー
ル
の
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
プ
ラ
ス
ホ
イ
ッ
グ
的
要
素
」
で
一
枚
岩
に
固
ま
っ
た
議
員
集
団
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
実
態
は
や
は
り
従
来
ど
お
り
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ー
リ
ー
主
義
者
の
〝
寄
せ
集
め
〟
で
し
か
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
第
二
次
政
権
も
久
々
の

安
定
多
数
議
席
に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
持
続
可
能
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。

そ
れ
ゆ
え
、「
保
守
党
」
と
い
う
呼
称
の
漸
進
的
使
用
や
、
首
相
ピ
ー
ル
と
そ
の
一
部
議
員
（
閣
僚
）
に
よ
る
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー

）
一
五
（
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五
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揺
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、
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取
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。
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問
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す
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右
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反
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）
だ
っ

た
と
さ
れ
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岩
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。
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数
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に
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え
ら
れ
て
い
た
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可
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だ
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と
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と
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五
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一
六

リ
ー
主
義
プ
ラ
ス
ホ
イ
ッ
グ
的
要
素
」
志
向
の
み
で
、
そ
れ
を
最
初
の
本
格
的
「
保
守
党
（
保
守
主
義
者
）」
政
権
と
す
る
従
来
の
捉
え
方

は
一
部
修
正
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
加
え
て
、
こ
の
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
期
に
お
い
て
も
、
特
に
集
団
・
組
織
面
で
は
、
ウ
ェ
リ
ン
ト

ン
時
代
以
前
か
ら
の
連
続
性
は
完
全
に
消
滅
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
ピ
ー
ル
の
強
力
な
指
導
の
下
再
編
成
さ
れ
」（
中
村 1986

：

113-114

）、
路
線
に
お
い
て
も
一
致
団
結
し
た
最
初
の
本
格
的
保
守
党
政
権
と
い
う
印
象
を
与
え
が
ち
な
こ
の
捉
え
方
は
、
誤
解
を
招
き

や
す
く
、
よ
り
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
穀
物
法
撤
廃
を
め
ぐ
る
党
内
分
裂
と
そ
の
政
治
史
的
意
義

穀
物
法
（C

orn L
aw

s

）
と
は
、
自
国
農
業
保
護
を
目
的
に
外
国
産
穀
物
の
輸
入
な
ど
に
制
限
を
加
え
る
保
護
（
貿
易
）
主
義
的
内
容
の

法
律
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
中
世
以
来
類
似
の
法
律
が
存
在
し
て
い
た
が
、
一
八
四
六
年
に
撤
廃
の
対
象
と
な
っ
た
穀
物
法
は
、
当
時

の
ト
ー
リ
ー
党
政
権
（
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
内
閣
）
に
よ
っ
て
一
八
一
五
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
（
７
）

で
あ
っ
た
。

ト
ー
リ
ー
主
義
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
ピ
ー
ル
も
当
初
は
こ
の
法
律
を
支
持
し
て
お
り
、
次
期
総
選
挙
関
連
の
公
約
で
も
撤
廃
は
し

な
い
と
約
束
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
首
相
の
ピ
ー
ル
は
な
ぜ
、
こ
の
期
に
及
ん
で

─
結
局
自
分
の
（
第
二
次
）
内
閣
崩
壊
と

与
党
内
完
全
分
裂
（
脱
党
や
新
党
結
成
）
に
至
っ
て
し
ま
う

─
穀
物
法
撤
廃
を
決
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑴
　
穀
物
法
撤
廃
を
め
ぐ
る
党
内
対
立
・
分
裂
の
構
図
と
意
義

通
説
で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
穀
物
が
不
作
だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
主
食
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
凶
作
と
な
っ

）
一
六
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

一
七

た
た
め
現
地
の
飢
饉
が
深
刻
化
し
て
い
た
点
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
こ
で
ピ
ー
ル
は
為
政
者
と
し
て
の
責
務
か
ら
同
法
の
撤
廃
に
踏
み
切
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
ピ
ー
ル
自
身
既
に
自
由
貿
易
路
線
と
い
う
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
」
的
政
策
を
実
施
し

て
い
た
の
で
、
こ
の
決
断
に
つ
い
て
は
特
に
驚
く
ほ
ど
の
変
節
と
は
言
い
難
い
。

と
は
い
え
、
ピ
ー
ル
の
こ
の
決
断
と
提
案
は
、
ト
ー
リ
ー
党
時
代
か
ら
「
党
是
」
と
さ
れ
て
き
た
農
業
保
護
路
線
を
棄
て
て
自
由
貿
易

路
線
に
転
換
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
「
農
業
重
視
」
策
を
事
実
上
放
棄
し
、
自
由
主
義
的
な
「
商
工
業
重
視
」
策
を
党
と

し
て
正
式
採
用
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
同
時
に
こ
の
決
断
は
、「
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
者
」
が
岩
盤
支
持
層
を
敵
に
回
し

て
で
も
支
持
基
盤
拡
大
を
狙
っ
た
戦
略
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

撤
廃
に
際
し
、
ピ
ー
ル
は
一
人
（
後
述
）
を
除
く
「
閣
僚
ほ
と
ん
ど
全
員
」
の
了
解
を
取
り
つ
け
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ど
う
い
う
わ
け
か
、「
党
全
体
」
の
合
意
を
得
よ
う
と
し
た
形
跡
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
穀
物
法
の
撤
廃
も
飢
饉
対
策
と
し
て
さ

ほ
ど
有
効
で
は
な
か
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
八
四
六
年
に
議
会
で
成
立
し
た
穀
物
法
撤
廃
法
案
は
、
法
改
正
で
は

あ
る
が
、
首
相
で
あ
り
自
由
主
義
的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
で
も
あ
る
ピ
ー
ル
「
個
人
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

穀
物
法
撤
廃
が
提
案
さ
れ
る
と
、
そ
の
是
非
な
い
し
賛
否
を
め
ぐ
っ
て
与
党
議
員
の
意
見
は
文
字
ど
お
り
真
二
つ
に
割
れ
た
。
そ
し
て

周
知
の
よ
う
に
、
ピ
ー
ル
ら
党
幹
部
議
員
を
中
心
と
す
る
「
賛
成
派
」（
自
由
貿
易
派
・
改
革
志
向
派
）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ピ
ー
ル
派
」
と

い
う
形
で
、「
ト
ー
リ
ー
」
で
も
な
け
れ
ば
「
ホ
イ
ッ
グ
」
で
も
な
い
「
第
三
党
」
的
存
在
と
し
て
一
八
五
〇
年
代
ま
で
存
続
し
た
。
そ

の
後
ホ
イ
ッ
グ
党
や
急
進
派
（R

adicals

）
な
ど
と
一
緒
に
「
自
由
党
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
「
反
対
派
」（
保
護
貿
易
派
・
現
状

維
持
派
）
は
脱
党
せ
ず
そ
の
ま
ま
〝
残
留
〟
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
議
員
集
団
と
い
う
見
地
か
ら
見
た
場
合
、
既
述
の
よ
う
に
こ
の
「
残

留
組
」（the rum

p

）
こ
そ
事
実
上
の
「
新
党
」
で
あ
り
、
ま
た
現
保
守
党
の
直
接
的
ル
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
そ
の
意
味
で

）
一
七
（
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ど
と
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に
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一
八

一
八
四
六
年
と
い
う
年
と
穀
物
法
撤
廃
を
め
ぐ
る
党
内
対
立
・
分
裂
は
、
実
質
上
現
在
ま
で
続
く
議
員
集
団
・
保
守
党
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
と
し
て
評
価
し
直
す
べ
き
（B

lake 1988

：58-59

、
邦
訳 1979

：74-76

）
と
い
え
よ
う
。

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
に
よ
る
と
、
穀
物
法
の
撤
廃
に
あ
た
っ
て
ピ
ー
ル
を
支
持
し
た
保
守
党
議
員
は
一
一
九
人
だ
っ
た
（S

tew
art 1978

：

215

）。
一
八
四
一
年
に
当
選
し
た
ト
ー
リ
ー
党
議
員
を
三
六
八
人
と
考
え
れ
ば
、
ピ
ー
ル
の
方
針
に
反
対
し
た
の
は
残
り
三
分
の
二
強
の

二
四
九
人
程
度
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
方
針
を
支
持
し
た
側
が
党
内
「
少
数
派
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
く
つ
か
の
先

行
研
究
か
ら
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
は
、
当
時
の
庶
民
院
議
員
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
階
級
や
製
造
業
階
級
出
身
議
員
は
撤
廃
に
賛
成
す
る
傾
向
が
強
く
、

逆
に
地
主
階
級
出
身
議
員
は
撤
廃
に
反
対
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
（ibid.

）
と
し
て
い
る
が
、
議
員
の
投
票
方
向
に
関
し
て
は
概
ね
一
般

の
認
識
ど
お
り
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
て
い
く
と
、
た
と
え
ば
第
二
読
会
（
８
）

で
既
述
の
メ
イ
ヌ
ー
ス
法
案
に
賛
成
票
を
投
じ
た
保
守
党
議
員

─
自
由
主

義
的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
と
推
察
さ
れ
る

─
一
五
九
人
中
、
一
八
四
六
年
の
穀
物
法
撤
廃
に
関
す
る
第
三
読
会
で
撤
廃
に
賛
成
し
た
の
は

八
二
人
（
ピ
ー
ル
に
近
い
自
由
主
義
的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
）、
反
対
し
た
の
が
五
九
人
で
あ
っ
た
。
一
方
、
第
二
読
会
で
メ
イ
ヌ
ー
ス
法
案
に

反
対
票
を
投
じ
た
保
守
党
議
員
一
四
七
人
中
、
同
じ
く
穀
物
法
撤
廃
に
関
す
る
第
三
読
会
で
撤
廃
に
賛
成
し
た
の
が
一
九
人
、
反
対
し
た

の
が
一
一
一
人
と
な
っ
て
い
る
（B

lake 1988

：53

、
邦
訳 1979
：67

）。

こ
こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
争
点
そ
の
他
の
事
情
に
よ
っ
て
、
議
員
一
人
ひ
と
り
の
投
票
方
向
も
そ
の
都
度
変
化
す
る
と
は
い
え
、「
自

由
主
義
的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
」
と
「
そ
れ
以
外
の
ト
ー
リ
ー
主
義
者
」
と
の
間
で
投
票
方
向
に
違
い
が
見
ら
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま

た
、
メ
イ
ヌ
ー
ス
法
案
と
穀
物
法
撤
廃
法
案
の
投
票
方
向
を
比
較
し
た
場
合
、「
宗
教
問
題
」
の
前
者
よ
り
も
「
経
済
社
会
問
題
」

─

換
言
す
れ
ば
、
自
分
の
支
持
基
盤
や
選
挙
結
果
に
直
結
し
や
す
い
争
点

─
の
後
者
に
強
く
拘
っ
て
ピ
ー
ル
（
首
相
）
に
反
発
す
る
議
員

）
一
八
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

一
九

が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
穀
物
法
撤
廃
を
め
ぐ
る
党
内
対
立
や
分
裂
の
構
図
は
、
単
な
る
穀
物
法
撤

廃
と
い
う
「
一
争
点
」
の
み
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
が
成
立
し
た
当
初
、
あ
る
い
は
そ
の
は
る
か
以

前
か
ら
党
内
に
蟠
っ
て
い
た
、
主
導
権
争
い
に
伴
う
「
し
こ
り
」
の
延
長
線
上
で
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

勝
ち
取
っ
た
「
穀
物
法
撤
廃
」
と
引
き
換
え
に
、
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
は
一
八
四
六
年
六
月
末
に
総
辞
職
し
た
。
そ
し
て
事
実
上
〝
脱

党
〟
し
た
「
ピ
ー
ル
派
」
は
、
そ
の
後
独
自
に
ホ
イ
ッ
グ
党
内
閣
の
支
援
な
ど
を
続
け
、
一
八
五
〇
年
の
ピ
ー
ル
死
去
後
は
ホ
イ
ッ
グ
党

内
閣
と
連
立
を
組
む
な
ど
し
た
。
そ
の
結
果
、
ピ
ー
ル
派
の
人
材
・
政
策
・
組
織
も
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
「
自
由
党
（
９
）

」
に
吸
収
・
再
編
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一
方
穀
物
法
撤
廃
反
対
派
（
残
留
組
）
は
、
ピ
ー
ル
ら
の
脱
党
に
よ
っ
て
事
実
上
の
「
新
党
」、
す
な
わ
ち
後
日
「
保
守
党
」
と
称
す
る

新
議
員
集
団
と
し
て
文
字
ど
お
り
一
か
ら
出
直
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
穀
物
法
撤
廃
論
争
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
党
内
対
立
・
分
裂
劇
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、「
穀
物
法
の
維
持
こ
そ
現

状
の
社
会
秩
序
の
維
持
に
不
可
欠
」
と
す
る
立
場
（
撤
廃
反
対
派
）
と
「
時
代
遅
れ
と
な
っ
た
同
法
の
撤
廃
こ
そ
急
進
主
義
勢
力
の
攻
撃

か
ら
秩
序
を
護
る
う
え
で
最
善
の
手
段
」
と
す
る
立
場
（
撤
廃
賛
成
派
）
と
の

─
実
は
今
日
ま
で
続
く

─
保
守
党
史
上
絶
え
る
こ
と

の
な
い
対
立
の
存
在
（B

lake 1988

：57-58

、
邦
訳 1979

：74

）
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
穀
物
法
撤
廃
は
、
ト
ー
リ
ー
主
義
を
ベ
ー
ス
と

し
た
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
「
党
内
主
導
権
争
い
の
基
本
形
」
を
提
供
し
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
、
こ
の
穀
物
法
撤
廃
反
対
派
が
ど
の
よ
う
に
「
新
党
」（
現
在
の
保
守
党
）
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
中
心
人
物

三
名
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
若
干
解
明
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

）
一
九
（
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る
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在
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で
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で
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を
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と
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内
主
導
権
争
い
の
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本
形
」
を
提
供
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と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
、
こ
の
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が
ど
の
よ
う
に
「
新
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」（
現
在
の
保
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党
）
と
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て
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
の
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に
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て
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。

）
一
九
（
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　第
六
十
一
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

二
〇

⑵
　
穀
物
法
撤
廃
反
対
派
に
よ
る
「
新
」
保
守
党
の
形
成

穀
物
法
撤
廃
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
ピ
ー
ル
の
政
府
与
党
は
真
二
つ
に
引
き
裂
か
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
お
か
げ
で
残
留
組
（
反

対
派
）
は
、（
か
つ
て
は
身
内
か
ら
の
批
判
も
多
か
っ
た
）
ピ
ー
ル
的
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
」
路
線
に
代
わ
り
、「
ウ
ル
ト
ラ
」「
ラ

デ
ィ
カ
ル
」
も
含
め
た
ト
ー
リ
ー
主
義
の
共
通
路
線
、
す
な
わ
ち
穀
物
法
撤
廃
反
対
の
根
底
に
あ
っ
た
「
保
護
貿
易
主
義
」
の
下
に
結
集

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
ト
ー
リ
ー
主
義
者
が
こ
の
よ
う
な
一
つ
の
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
で
ま
と
ま
る
の

は
、
第
一
次
選
挙
法
改
正
に
反
対
し
て
敗
れ
た
一
八
三
二
年
以
来
と
い
え
る
。
穀
物
法
撤
廃
を
め
ぐ
る
党
内
対
立
と
分
裂
は
、
皮
肉
に
も
、

「
保
護
貿
易
主
義
」
と
い
う

─
当
時
の
国
民
世
論
か
ら
す
れ
ば
、
守
旧
的
で
時
代
錯
誤
的
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が

─
身
内
の
議
員

同
士
で
あ
れ
ば
き
わ
め
て
団
結
し
や
す
く
、
し
か
も
わ
か
り
や
す
い
「
旗
印
」
を
残
留
組
（
新
保
守
党
）
に
も
た
ら
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

さ
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
で
穀
物
法
撤
廃
方
針
に
た
だ
一
人
異
を
唱
え
閣
僚
を
辞
任
し
た
人
物
が
居
た
。
タ
ム

ワ
ー
ス
宣
言
以
後
、
ピ
ー
ル
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
を
受
け
容
れ
て
ホ
イ
ッ
グ
党
か
ら
ピ
ー
ル
陣
営
に
加
わ
っ
て
い
た
エ
ド
ワ
ー

ド 

Ｇ
．ス
タ
ン
リ
ー
（E

dw
ard G

eorge G
eoffrey S

m
ith S

tanley

）、
の
ち
に
首
相
を
務
め
る
第
一
四
代
ダ
ー
ビ
ー
伯
（14th E

arl of 

D
erby

）
で
あ
る
。
こ
の
ス
タ
ン
リ
ー
が
い
わ
ば
黒
幕
と
な
り
、
そ
れ
を
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
が
補
佐
し
、
そ
し
て
ス
タ
ン
リ
ー
と
一
緒
に

ピ
ー
ル
陣
営
に
加
わ
っ
て
い
た
元
ホ
イ
ッ
グ
党
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
卿
（L

ord G
eorge B

entinck

）
が
指
導
し
実
現
し
た
の
が
、

穀
物
法
撤
廃
を
め
ぐ
る
反
ピ
ー
ル
運
動
そ
し
て
党
内
造
反
で
あ
っ
た
（ibid.

：54

）。
家
系
的
に
ホ
イ
ッ
グ
主
義
と
縁
の
深
い
ス
タ
ン
リ
ー

（H
aw

kins 2007

：14

）
が
、
今
度
は
右
派
系
新
保
守
党
議
員
集
団
の
貴
族
院
指
導
者
（
一
八
四
六
〜
六
八
年
）
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
ホ
イ
ッ
グ
主
義
の
「
子
分
」
と
も
い
え
る
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
を
庶
民
院
指
導
者
（
一
八
四
六
〜
四
七
年
）
に
、
そ
し
て
ラ
デ
ィ

カ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
者
と
し
て
の
経
歴
を
も
つ
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
を
加
え
た
、
こ
の
奇
妙
な
取
り
合
わ
せ
の
「
三
人
」
を
事
実
上
の
指
導

）
二
一
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

二
一

者
と
す
る
「
保
護
貿
易
主
義
者
党
」（the P

rotectionist party

）
が
、
既
述
の
と
お
り
、
現
在
ま
で
続
く
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
誕
生
に
直

接
結
び
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

結
果
的
に
新
党
結
成
と
な
っ
た
当
時
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
一
人
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
が
一
八
五
二
年
頃
刊
行
し
た
ベ
ン
テ
ィ
ン

ク
伝
『
ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
卿
』
に
描
か
れ
て
い
る
。
当
事
者
に
よ
る
数
少
な
い
貴
重
な
証
言
な
の
で
、
少
々
長
く
な
る
が
以
下

の
と
お
り
引
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
…
…
し
か
し
リ
ー
ダ
ー
不
在
の
野
党
、
組
織
の
不
完
全
な
野
党
、
い
か
な
る
規
律
も
も
た
な
い
野
党
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
存
在
感
に
乏
し
く
、
た
い
し
た
こ
と
は
約
束
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
意
識
し
て
動
こ
う
と
す
る
人
た
ち
は
居
た
。〔
中
略
〕

当
時
、the M

anchester confederation

の
動
き
に
対
抗
し
農
業
保
護
を
訴
え
る
目
的
で
つ
く
ら
れ
たa m

etropolitan society

な
る

も
の
が
設
立
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
議
長
を
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
公
が
務
め
て
お
ら
れ
た
。
こ
のa m

etropolitan society

は
、
全
国
に
散
ら

ば
っ
て
い
るthe local protection societies

と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
お
り
、
旧
保
守
党
議
員
の
奉
仕
に
関
す
る
拘
り
は
期
待
さ
れ
た

以
上
に
少
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
州
選
挙
区
選
出
議
員
た
ち
が
こ
の
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
に
名
前
を
連

ね
て
く
れ
て
、
し
か
も
そ
の
な
か
で
も
最
優
秀
な
一
握
り
の
人
た
ち
が
そ
の
運
営
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

う
し
て
彼
ら
は
、
ほ
ぼ
同
じ
人
数
の
最
有
力
な
小
作
農
民
た
ち
の
ア
シ
ス
ト
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
目
下
の
状
況
下
に
お

い
て
、the protection society

の
評
議
会
は
、
最
速
か
つ
最
適
な
手
段
で
そ
の
意
見
を
集
約
し
、
行
動
を
方
式
化
す
る
役
割
を
担
い
、

そ
し
て
そ
の
結
果
、
彼
ら
の
目
的
に
共
鳴
す
る
議
員
を
全
員
招
待
し
よ
う
と
い
う
決
議
が
そ
の
運
営
責
任
者
の
間
で
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

〔
中
略
〕
政
党
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
一
人
と
し
て
こ
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
た
結
果
、
公
の
世
界
に
初
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が

）
二
一
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

二
一

者
と
す
る
「
保
護
貿
易
主
義
者
党
」（the P

rotectionist party

）
が
、
既
述
の
と
お
り
、
現
在
ま
で
続
く
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
誕
生
に
直

接
結
び
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

結
果
的
に
新
党
結
成
と
な
っ
た
当
時
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
一
人
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
が
一
八
五
二
年
頃
刊
行
し
た
ベ
ン
テ
ィ
ン

ク
伝
『
ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
卿
』
に
描
か
れ
て
い
る
。
当
事
者
に
よ
る
数
少
な
い
貴
重
な
証
言
な
の
で
、
少
々
長
く
な
る
が
以
下

の
と
お
り
引
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
…
…
し
か
し
リ
ー
ダ
ー
不
在
の
野
党
、
組
織
の
不
完
全
な
野
党
、
い
か
な
る
規
律
も
も
た
な
い
野
党
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
存
在
感
に
乏
し
く
、
た
い
し
た
こ
と
は
約
束
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
意
識
し
て
動
こ
う
と
す
る
人
た
ち
は
居
た
。〔
中
略
〕

当
時
、the M

anchester confederation
の
動
き
に
対
抗
し
農
業
保
護
を
訴
え
る
目
的
で
つ
く
ら
れ
たa m

etropolitan society

な
る

も
の
が
設
立
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
議
長
を
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
公
が
務
め
て
お
ら
れ
た
。
こ
のa m

etropolitan society

は
、
全
国
に
散
ら

ば
っ
て
い
るthe local protection societies
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
お
り
、
旧
保
守
党
議
員
の
奉
仕
に
関
す
る
拘
り
は
期
待
さ
れ
た

以
上
に
少
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
州
選
挙
区
選
出
議
員
た
ち
が
こ
の
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
に
名
前
を
連

ね
て
く
れ
て
、
し
か
も
そ
の
な
か
で
も
最
優
秀
な
一
握
り
の
人
た
ち
が
そ
の
運
営
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

う
し
て
彼
ら
は
、
ほ
ぼ
同
じ
人
数
の
最
有
力
な
小
作
農
民
た
ち
の
ア
シ
ス
ト
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
目
下
の
状
況
下
に
お

い
て
、the protection society

の
評
議
会
は
、
最
速
か
つ
最
適
な
手
段
で
そ
の
意
見
を
集
約
し
、
行
動
を
方
式
化
す
る
役
割
を
担
い
、

そ
し
て
そ
の
結
果
、
彼
ら
の
目
的
に
共
鳴
す
る
議
員
を
全
員
招
待
し
よ
う
と
い
う
決
議
が
そ
の
運
営
責
任
者
の
間
で
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

〔
中
略
〕
政
党
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
一
人
と
し
て
こ
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
た
結
果
、
公
の
世
界
に
初
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が

）
二
一
（
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六
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巻
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（
二
〇
二
四
年
九
月
）

二
二

ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
卿
だ
っ
た
。
…
…
」（D

israeli 1852

＝1969

：77-78

）

こ
の
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
の
描
写
に
従
う
と
、
新
し
い
保
守
党
の
出
発
時
に
は
、
自
由
貿
易
系
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
対
抗
意
識
に
加
え
、
農
業
保
護
や
農
民
に
対
す
る
共
鳴
、
州
選
挙
区
、
す
な
わ
ち
地
方
農
村
部
選
挙
区
選
出
議
員
た
ち
の
関
与
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
読
み
取
れ
る
。
こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
一
八
四
六
年
直
後
の
一
議
員
集
団
と
し
て
の
「
新
」
保
守
党
の
幕
開
け

に
は
、
ト
ー
リ
ー
主
義
全
体
、
と
り
わ
け
極
右
派
ト
ー
リ
ー
主
義
者
に
馴
染
み
深
い
「
農
業
保
護
主
義
・
保
護
貿
易
主
義
」
が
、
パ
ー

テ
ィ
・
ラ
イ
ン
の
主
軸
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

と
は
い
え
、
こ
の
新
党
の
事
実
上
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ス
タ
ン
リ
ー
の
「
目
的
」
は
、
地
主
階
級
の
優
位
性
継
続
と
君
主
制
の
維
持

（G
arnett 2023

：43

）
に
加
え
、
男
子
普
通
選
挙
実
現
に
象
徴
さ
れ
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
進
展
を
阻
止
す
る
防
波
堤
と
な

る
よ
う
な
力
強
く
幅
広
い
議
員
集
団
を
構
築
し
維
持
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
（S

tew
art 1978

：230

）。
そ
の
た
め
に
は
、
ピ
ー
ル
の
ト
ー

リ
ー
党
（
旧
保
守
党
）
の
よ
う
に
二
度
と
分
裂
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
党
と
し
て
の
一
体
性
を
確
保
す
る
う
え
で
、
感
情
面
か

ら
見
て
も
比
較
的
有
効
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
現
実
的
「
手
段
」
な
い
し
「
方
策
」
こ
そ
、「
農
業
保
護
」
で
あ
り
、
ま
た
伝
統
的

〝
お
家
芸
〟
の
「
好
戦
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
（
反
カ
ト
リ
ッ
ク
感
情
）」
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ピ
ー
ル
派
と
の
和
解
・
再
統
一
が

事
実
上
難
し
く
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
ス
タ
ン
リ
ー
が
喜
ん
で
依
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
路
線
・
立
場
が
こ
れ
ら
二
つ
で
あ
っ
た

（ibid.

：230

）。

ち
な
み
に
、
事
実
上
の
新
党
と
も
い
え
る
残
留
組
、
す
な
わ
ち
保
護
貿
易
主
義
者
た
ち
は
党
の
新
名
称
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
も
議

論
し
て
い
る
。「
保
守
党
」
と
い
う
名
称
が
ピ
ー
ル
を
連
想
さ
せ
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た
た
め
、
新
党
名
の
候
補
と
し
て
、
先
述
の
「
保

）
二
二
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

二
三

護
貿
易
主
義
者
党
」
や
「
地
方
党
」（the C

ountry party

） 

な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
た
（Jennings 1961

：59-60

）。

し
か
し
結
局
、
元
の
ま
ま
「
保
守
党
」
と
い
う
名
称
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
最
終
合
意
を
見
た
。
ブ
レ
ー
ク
の
記
述
に
従
え
ば
、
以
下
の

と
お
り
と
な
る
。「
既
定
の
名
称
（the established nam

e

）
を
ベ
リ
ス
フ
ォ
ー
ド
（W

illiam
 B

eresford

）
が
選
ん
だ
の
は
よ
い
選
択
で

あ
っ
た
。
一
八
四
七
年
一
一
月
二
日
、
支
持
者
た
ち
に
配
布
す
る
回
覧
状
の
件
で
彼
は
ス
タ
ン
リ
ー
に
書
簡
を
送
り
、
そ
の
追
伸
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。『
保
護
貿
易
主
義
者
党
ま
た
は
地
方
党
を
敬
遠
す
る
す
べ
て
の
人
に
も
門
戸
を
開
放
し
て
い
る
の
で
、
保
守
党
と

す
る
の
が
最
善
の
方
策
と
考
え
ま
し
た
』
と
」（B

lake 1988

：80

、
邦
訳 1979

：79-80

、
一
部
改
変
）。

そ
の
後
、「
集
団
・
組
織
と
し
て
分
裂
し
た
一
八
四
六
年
」
か
ら
「
党
と
し
て
保
護
貿
易
主
義
を
正
式
に
放
棄
す
る
一
八
五
二
年
総
選

挙
」
ま
で
の
間
、「
院
内
基
盤
拡
大
の
た
め
ピ
ー
ル
ら
自
由
貿
易
主
義
者
（
ピ
ー
ル
派
）
と
の
和
解
・
再
統
一
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
っ
た

ス
タ
ン
リ
ー
の
新
路
線
（
あ
る
意
味
、〝
ピ
ー
ル
流
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
プ
ラ
ス
ホ
イ
ッ
グ
的
要
素
路
線
〟
へ
の
接
近
な
い
し
復
帰
）」
と
、

「
そ
れ
を
断
固
拒
否
し
た
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
の
従
来
型
路
線
」
と
の
内
部
対
立
に
、
新
保
守
党
は
再
び
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し

皮
肉
に
も
一
八
五
二
年
以
降
の
ス
タ
ン
リ
ー
保
守
党
は
、
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が
ら
、
か
つ
て
の
ピ
ー
ル
と
同
じ
路
線
を

歩
ん
で
い
き
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
今
日
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
の
一
翼
（
右
派
系
）
を
担
い
続
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

一
方
ピ
ー
ル
死
去
（
一
八
五
〇
年
）
後
の
ピ
ー
ル
派
は
、
一
八
五
二
年
に
成
立
し
た
第
一
次
ダ
ー
ビ
ー
保
守
党
内
閣
へ
の
参
加
を
拒
絶

し
、
逆
に
ホ
イ
ッ
グ
党
と
の
連
合
（
自
由
党
の
結
成
）
に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
以
降
、‘the C

onservative 

T
radition ’

の
旗
振
り
役
は
も
は
や
ピ
ー
ル
派
で
は
な
く
、
ス
タ
ン
リ
ー
（
ダ
ー
ビ
ー
）
ら
が
率
い
る
旧
穀
物
法
撤
廃
反
対
派
（
新
保
守
党
）

が
担
う
し
か
な
い
状
況
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（S

tew
art 1978

：223

）。

そ
の
意
味
で
、
と
り
わ
け
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
と
い
う
視
点
で
見
て
み
る
と
、
一
八
四
六
年
を
節
目
と
す
る
こ
の
時
期
（
一
八
四
六
〜

）
二
三
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

二
三

護
貿
易
主
義
者
党
」
や
「
地
方
党
」（the C

ountry party

） 

な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
た
（Jennings 1961

：59-60

）。

し
か
し
結
局
、
元
の
ま
ま
「
保
守
党
」
と
い
う
名
称
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
最
終
合
意
を
見
た
。
ブ
レ
ー
ク
の
記
述
に
従
え
ば
、
以
下
の

と
お
り
と
な
る
。「
既
定
の
名
称
（the established nam

e

）
を
ベ
リ
ス
フ
ォ
ー
ド
（W

illiam
 B

eresford

）
が
選
ん
だ
の
は
よ
い
選
択
で

あ
っ
た
。
一
八
四
七
年
一
一
月
二
日
、
支
持
者
た
ち
に
配
布
す
る
回
覧
状
の
件
で
彼
は
ス
タ
ン
リ
ー
に
書
簡
を
送
り
、
そ
の
追
伸
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。『
保
護
貿
易
主
義
者
党
ま
た
は
地
方
党
を
敬
遠
す
る
す
べ
て
の
人
に
も
門
戸
を
開
放
し
て
い
る
の
で
、
保
守
党
と

す
る
の
が
最
善
の
方
策
と
考
え
ま
し
た
』
と
」（B

lake 1988

：80

、
邦
訳 1979

：79-80

、
一
部
改
変
）。

そ
の
後
、「
集
団
・
組
織
と
し
て
分
裂
し
た
一
八
四
六
年
」
か
ら
「
党
と
し
て
保
護
貿
易
主
義
を
正
式
に
放
棄
す
る
一
八
五
二
年
総
選

挙
」
ま
で
の
間
、「
院
内
基
盤
拡
大
の
た
め
ピ
ー
ル
ら
自
由
貿
易
主
義
者
（
ピ
ー
ル
派
）
と
の
和
解
・
再
統
一
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
っ
た

ス
タ
ン
リ
ー
の
新
路
線
（
あ
る
意
味
、〝
ピ
ー
ル
流
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
プ
ラ
ス
ホ
イ
ッ
グ
的
要
素
路
線
〟
へ
の
接
近
な
い
し
復
帰
）」
と
、

「
そ
れ
を
断
固
拒
否
し
た
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
の
従
来
型
路
線
」
と
の
内
部
対
立
に
、
新
保
守
党
は
再
び
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し

皮
肉
に
も
一
八
五
二
年
以
降
の
ス
タ
ン
リ
ー
保
守
党
は
、
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が
ら
、
か
つ
て
の
ピ
ー
ル
と
同
じ
路
線
を

歩
ん
で
い
き
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
今
日
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
の
一
翼
（
右
派
系
）
を
担
い
続
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

一
方
ピ
ー
ル
死
去
（
一
八
五
〇
年
）
後
の
ピ
ー
ル
派
は
、
一
八
五
二
年
に
成
立
し
た
第
一
次
ダ
ー
ビ
ー
保
守
党
内
閣
へ
の
参
加
を
拒
絶

し
、
逆
に
ホ
イ
ッ
グ
党
と
の
連
合
（
自
由
党
の
結
成
）
に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
以
降
、‘the C

onservative 

T
radition ’

の
旗
振
り
役
は
も
は
や
ピ
ー
ル
派
で
は
な
く
、
ス
タ
ン
リ
ー
（
ダ
ー
ビ
ー
）
ら
が
率
い
る
旧
穀
物
法
撤
廃
反
対
派
（
新
保
守
党
）

が
担
う
し
か
な
い
状
況
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（S

tew
art 1978

：223

）。

そ
の
意
味
で
、
と
り
わ
け
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
と
い
う
視
点
で
見
て
み
る
と
、
一
八
四
六
年
を
節
目
と
す
る
こ
の
時
期
（
一
八
四
六
〜

）
二
三
（
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　第
六
十
一
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

二
四

五
二
年
）
に
、
右
派
陣
営
で
は
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
を
軸
と
し
た
ピ
ー
ル
路
線
へ
の
反
発
・
反
動
が
み
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
極

右
派
の
ウ
ル
ト
ラ
・
ト
ー
リ
ー
主
義
路
線
へ
の
（
後
か
ら
見
れ
ば
）
一
時
的
回
帰
と
も
い
え
る
動
き
が
伴
っ
て
い
た
。

た
だ
し
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
近
代
保
守
主
義
の
一
構
成
要
素
と
な
る
「
ト
ー
リ
ー
主
義
」
の
あ
り
方
・
路
線
を
め
ぐ
る
、
あ
く
ま
で
同

じ
ト
ー
リ
ー
主
義
を
構
成
す
る
下
位
要
素
間
で
の
主
導
権
争
い
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に
伴
う
変
化
で
あ
っ
た
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
的
に
は
ピ
ー
ル
的
保
守
主
義
（
表
２
を
参
照
）
と
さ
れ
る
路
線
も
、
既
述
の
と
お
り
そ
の
内
実
は
従
来
的
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー

主
義
」
に
「
ホ
イ
ッ
グ
的
要
素
」
を
プ
ラ
ス
し
た
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
ピ
ー
ル
に
反
発
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
別
の
ト
ー
リ
ー

主
義
者
も

─
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
側
が
人
数
的
に
も
圧
倒
的
に

─
健
在
で
あ
っ
た
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
の
ピ
ー
ル
自
身
、
そ
の
党
内
影
響

力
を
無
視
で
き
ず
脱
党
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

通
例‘first C

onservative governm
ent ’

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
に
は
、
幅
広
く
包
摂
性
を
伴
う
「
リ
ベ
ラ

ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
プ
ラ
ス
ホ
イ
ッ
グ
的
要
素
」
が
確
か
に
見
ら
れ
、
当
時
か
ら
そ
う
認
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
般
的
に

は
こ
れ
が
「
保
守
主
義
（
の
あ
り
方
）」
と
さ
れ
、
ピ
ー
ル
以
前
の
「（
狭
く
て
頑
固
な
）
ト
ー
リ
ー
主
義
」
と
区
別
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
捉
え
方
は
、
ピ
ー
ル
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
個
人
に
の
み
注
目
し
た
一
面
的
な
理
解
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
つ
の

議
員
集
団
と
し
て
見
た
場
合
、
ト
ー
リ
ー
党
と
い
っ
て
も
そ
の
実
体
は
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ー
リ
ー
主
義
（
者
）
の
複
合
体
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
一
八
四
六
年
の
党
内
対
立
と
分
裂
に
伴
う
集
団
・
組
織
面
で
の
過
去
と
の
断
絶
、
そ
し
て
ス
タ
ン
リ
ー
ら
に
よ
る
再
出
発

）
二
四
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

二
五

も
し
く
は
出
直
し
と
い
う
事
実
を
考
慮
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
は
、
む
し
ろ‘last 

（liberal

） T
ory governm

ent ’

と

位
置
づ
け
直
し
、
再
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
穀
物
法
撤
廃
を
め
ぐ
る
政
府
与
党
集
団
の
分
裂
と
そ
の
影
響
か
ら
見
た
場
合
、
保
守
党
の
真
の
出
発
点
に
つ
い
て
も
、
通
説
の

一
八
三
〇
〜
四
〇
年
代
前
半
・
ピ
ー
ル
時
代
（
10
）

で
は
な
く
一
八
四
六
年
以
降
の
ス
タ
ン
リ
ー
時
代
に
求
め
る
べ
き
で
、

─
そ
の
名
称
や
政

策
が
何
で
あ
れ

─
議
員
集
団
と
し
て
の
「
断
絶
」
を
経
た
う
え
で
の
「
再
出
発
」
と
い
う
事
実
か
ら
見
る
と
、
よ
り
相
応
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
八
三
〇
年
代
以
降
徐
々
に
「
保
守
党
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ト
ー
リ
ー
党
「
議
員
集
団
」
の
主
た
る
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
は
、

一
八
四
六
年
を
境
に
、
ピ
ー
ル
の
従
来
型
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
」
路
線
か
ら
ス
タ
ン
リ
ー
ら
残
留
組
・
穀
物
法
撤
廃
反
対
派
の

「
保
護
貿
易
主
義
路
線
」
に
（
一
時
的
に
せ
よ
）
変
化
し
た
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
ス
タ
ン
リ
ー
と
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
が
率
い
る
こ
と
に

な
っ
た
新
保
守
党
は

─
ピ
ー
ル
批
判
を
利
用
し
た
党
内
団
結
の
必
要
性
か
ら

─
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
を
軸
と
す
る
従
来
型
路

線
の
一
時
的
放
棄
を
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
や
や
時
代
遅
れ
で
復
古
的
な
農
業
保
護
路
線
へ
の
一
時
的
回
帰
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
考
え

て
よ
い
。

と
い
う
の
も
、
紙
幅
の
都
合
で
詳
述
で
き
な
か
っ
た
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
一
八
四
六
年
の
分
裂
以
降
、
一
八
五
二
年
か
ら
一
八
七
四

年
に
か
け
て
ス
タ
ン
リ
ー
と
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
が
実
現
し
た
保
守
党
の
復
活
と
そ
れ
以
降
の
発
展
は
、
一
八
四
六
年
か
ら
一
八
五
二
年
ま
で

党
と
し
て
一
時
的
に
せ
よ
公
式
採
用
し
た
保
護
貿
易
主
義
路
線
を
放
棄
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
そ
れ
は
、

総
選
挙
に
勝
利
し
政
権
を
獲
得
・
維
持
す
る
必
要
性
か
ら
ピ
ー
ル
流
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
プ
ラ
ス
ホ
イ
ッ
グ
的
要
素
」

─
そ

の
象
徴
が
一
八
六
七
年
の
い
わ
ゆ
る
第
二
次
選
挙
法
改
正
実
現
と
い
え
る

─
へ
再
び
戻
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
。

）
二
五
（
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農
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を
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た
と
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て
よ
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と
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も
、
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の
都
合
で
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が
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に
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の
分
裂
以
降
、
一
八
五
二
年
か
ら
一
八
七
四

年
に
か
け
て
ス
タ
ン
リ
ー
と
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
が
実
現
し
た
保
守
党
の
復
活
と
そ
れ
以
降
の
発
展
は
、
一
八
四
六
年
か
ら
一
八
五
二
年
ま
で

党
と
し
て
一
時
的
に
せ
よ
公
式
採
用
し
た
保
護
貿
易
主
義
路
線
を
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で
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ば
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れ
は
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に
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利
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得
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必
要
性
か
ら
ピ
ー
ル
流
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─
そ

の
象
徴
が
一
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七
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の
い
わ
ゆ
る
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改
正
実
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─
へ
再
び
戻
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く
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）
二
五
（



政
経
研
究

　第
六
十
一
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

二
六

い
ず
れ
に
せ
よ
、
保
守
党
が
一
八
四
六
年
に
分
裂
し
過
去
と
断
絶
し
た
後
、
再
出
発
の
た
め
、
ウ
ル
ト
ラ
・
ト
ー
リ
ー
主
義
を
は
じ
め

と
す
る
ト
ー
リ
ー
主
義
の
「
共
通
基
本
原
理
」
と
も
い
う
べ
き
「
保
護
貿
易
主
義
」
に
基
づ
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
皮
肉
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
一
八
四
六
年
以
後
一
時
的
に
せ
よ
ス
タ
ン
リ
ー
新
保
守
党
の
立
脚
点
と
な
っ
た
「
保
護
貿
易
主
義
」
と
、
そ
れ
を
主
な
構

成
要
素
と
す
る
「
ウ
ル
ト
ラ
・
ト
ー
リ
ー
主
義
」
と
の
間
に
は
、
不
本
意
な
「
改
革
」（
第
一
次
選
挙
法
改
正
と
穀
物
法
撤
廃
）
が
な
さ
れ
た

後
、「
改
革
」
に
反
対
し
敗
れ
た
側
が
と
り
あ
え
ず
結
集
で
き
る
〝
磁
石
〟
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
意
味
で
共
通
点
が
見
出

せ
る
。
た
だ
し
、
前
者
が
「
ピ
ー
ル
脱
党
直
後
の
新
保
守
党
内
で
統
一
的
主
導
権
を
握
っ
た
い
わ
ば
〝
党
内
優
位
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
〟」

で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
「
ピ
ー
ル
時
代
ま
で
の
ト
ー
リ
ー
党
内
で
併
存
・
競
合
し
、
と
り
わ
け
リ
ベ
ラ
ル
・
ト
ー
リ
ー
主
義
と
の
党

内
主
導
権
争
い
を
繰
り
広
げ
ほ
ぼ
敗
れ
つ
つ
あ
る
〝
時
代
的
に
は
斜
陽
の
路
線
・
立
場
〟」
だ
っ
た
と
い
う
点
で
、
両
者
に
は
明
確
な
違

い
も
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
論
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
守
党
や
保
守
主
義
の
発
展
に
ピ
ー
ル
が
果
た
し
た
大
き
な
役
割
が
否
定
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
ス
タ
ン
リ
ー
も
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
も
結
局
ピ
ー
ル
の
路
線
を
再
採
用
し
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
ま
で
保
守
党
が
存
続
し
て
き

た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
の
斬
新
さ
や
そ
の
内
容
面
に
従
来
の
研
究
者
が
注
目
し
す
ぎ
た
た
め
、
本
質
的

に
は
「
自
由
主
義
的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
プ
ラ
ス
α
」
的
存
在
で
し
か
な
い
ピ
ー
ル
を
「
初
代
保
守
党
党
首
」
と
す
る
評
価
が
独
り
歩
き
し

て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

紙
幅
の
関
係
上
、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ス
タ
ン
リ
ー
の
新
保
守
党
が
ピ
ー
ル
の
路

線
に
戻
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
考
察
も
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

）
二
六
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

二
七

（
1
） 

一
八
三
二
〜
四
一
年
に
実
施
さ
れ
た
各
総
選
挙
の
党
派
別
獲
得
議
席
数
は
以
下
の
と
お
り
（
定
数
六
五
八
）

ホ
イ
ッ
グ
な
ど
の
ち
の
自
由
党

ト
ー
リ
ー
な
ど
の
ち
の
保
守
党

一
八
三
二

四
七
九

一
七
九

一
八
三
五

三
八
三

二
七
五

一
八
三
七

三
四
九

三
〇
九

一
八
四
一

二
九
〇

三
六
八

こ
の
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
は
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
詳
細
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
はC

hris C
ook and B

rendan K
eith, 

B
ritish

 H
istorical F

acts 1830-1900, 

（L
ondon and B

asingstoke: M
acm

illan

） 1984 

（rep.

）, pp. 138-139

を
参
考
に
し
た
。

（
2
） 

周
知
の
よ
う
に
第
一
次
選
挙
法
改
正
は
、
一
八
三
〇
年
に
成
立
し
た
ホ
イ
ッ
グ
党
主
体
の
グ
レ
ー
（C

harles G
rey

）
内
閣
主
導
で
一
八
三
二

年
に
実
現
し
た
議
会
改
革
で
あ
る
。
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
都
市
部
の
産
業
資
本
家
な
ど
中
産
階
級
上
層
部
に
ま
で
初
め
て
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
、
ま

た
そ
れ
以
後
の
一
連
の
選
挙
権
拡
大
の
〝
突
破
口
〟
に
も
な
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
今
日
で
は
「
第
一
次
」
選
挙
法
改
正
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。と

は
い
え
、
有
権
者
数
は
こ
の
改
革
を
通
じ
て
一
六
万
人
か
ら
九
五
万
人
程
度
ま
で
増
え
た
に
す
ぎ
ず
、
財
産
資
格
制
限
も
依
然
残
さ
れ
て
い
た

の
で
、
今
日
的
意
味
で
の
「
民
主
化
」
に
は
ほ
ど
遠
い
内
容
で
あ
っ
た
。

（
3
） 

本
稿
で
は
便
宜
上
「
ト
ー
リ
ー
党
」「
ホ
イ
ッ
グ
党
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
が
、
そ
う
い
う
名
称
の
「
政
党
」（parties

）
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
第
一
次
選
挙
法
改
正
が
実
現
す
る
ま
で
は
「
小
ピ
ッ
ト
派
」（P

ittite

）、「
フ
ォ
ッ
ク
ス
派
」（F

oxite

）
と
呼
ば
れ
る
の
が
当
時
は
一

般
的
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
実
態
は
有
力
政
治
家
個
人
と
そ
の
同
僚
議
員
に
よ
る
「
徒
党
」（factions

）
で
し
か
な
か
っ
た
（B

lake 

1988

：9

、
邦
訳 1979

：21

、
中
村 1986

：112

ほ
か
）
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
一
八
三
〇
年
以
降
、
主
要
争
点
を
め
ぐ
る
論
争
と
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
ス
タ
ン
ス
や
同
盟
協
力
関
係
な
ど
か
ら
、
現
状
維
持
派
が
「
ト
ー

リ
ー
」、
穏
健
な
改
革
志
向
派
は
「
ホ
イ
ッ
グ
」
と
認
識
さ
れ
、
徐
々
に
系
列
化
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

（
4
） 

タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
（
一
八
三
四
年
）
は
、
総
選
挙
直
前
に
第
一
次
ピ
ー
ル
内
閣
で
公
認
さ
れ
、「
首
相
」
と
し
て
の
立
場
で
ピ
ー
ル
が
行
っ
た

）
二
七
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

二
七

（
1
） 

一
八
三
二
〜
四
一
年
に
実
施
さ
れ
た
各
総
選
挙
の
党
派
別
獲
得
議
席
数
は
以
下
の
と
お
り
（
定
数
六
五
八
）

ホ
イ
ッ
グ
な
ど
の
ち
の
自
由
党

ト
ー
リ
ー
な
ど
の
ち
の
保
守
党

一
八
三
二

四
七
九

一
七
九

一
八
三
五

三
八
三

二
七
五

一
八
三
七

三
四
九

三
〇
九

一
八
四
一

二
九
〇

三
六
八
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時
代
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イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
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資
料
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よ
っ
て
そ
の
詳
細
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
はC

hris C
ook and B

rendan K
eith, 

B
ritish

 H
istorical F

acts 1830-1900, 

（L
ondon and B

asingstoke: M
acm

illan

） 1984 

（rep.

）, pp. 138-139

を
参
考
に
し
た
。

（
2
） 

周
知
の
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第
一
次
選
挙
法
改
正
は
、
一
八
三
〇
年
に
成
立
し
た
ホ
イ
ッ
グ
党
主
体
の
グ
レ
ー
（C

harles G
rey

）
内
閣
主
導
で
一
八
三
二

年
に
実
現
し
た
議
会
改
革
で
あ
る
。
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
都
市
部
の
産
業
資
本
家
な
ど
中
産
階
級
上
層
部
に
ま
で
初
め
て
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
、
ま

た
そ
れ
以
後
の
一
連
の
選
挙
権
拡
大
の
〝
突
破
口
〟
に
も
な
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
今
日
で
は
「
第
一
次
」
選
挙
法
改
正
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。と

は
い
え
、
有
権
者
数
は
こ
の
改
革
を
通
じ
て
一
六
万
人
か
ら
九
五
万
人
程
度
ま
で
増
え
た
に
す
ぎ
ず
、
財
産
資
格
制
限
も
依
然
残
さ
れ
て
い
た

の
で
、
今
日
的
意
味
で
の
「
民
主
化
」
に
は
ほ
ど
遠
い
内
容
で
あ
っ
た
。

（
3
） 

本
稿
で
は
便
宜
上
「
ト
ー
リ
ー
党
」「
ホ
イ
ッ
グ
党
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
が
、
そ
う
い
う
名
称
の
「
政
党
」（parties

）
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
第
一
次
選
挙
法
改
正
が
実
現
す
る
ま
で
は
「
小
ピ
ッ
ト
派
」（P

ittite

）、「
フ
ォ
ッ
ク
ス
派
」（F

oxite

）
と
呼
ば
れ
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一
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僚
議
員
に
よ
る
「
徒
党
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で
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、
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訳 1979
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、
中
村 1986

：112

ほ
か
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4
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（



政
経
研
究

　第
六
十
一
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

二
八

全
有
権
者
向
け
所
信
表
明
演
説
で
あ
る
。
加
え
て
、
今
日
的
総
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（m

anifesto

）
の
起
源
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
最
新
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
研
究
に
お
い
て
も
同
宣
言
は
、
新
し
い
穏
健
な
保
守
主
義
や
近
代
保
守
党
の founding docum

ent

と
し
て

評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（G

aunt 2023

：3

、G
arnett 2023

：36

）。

タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
の
分
析
や
政
治
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
渡
辺
容
一
郎
『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
』
北
樹
出
版
、
二
〇
〇
七
年

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
文
で
引
用
し
た
ピ
ー
ル
研
究
家
の
ゴ
ー
ン
ツ
は
、（
庶
民
院
ト
ー
リ
ー
党
指
導
者
）
ピ
ー
ル
と
同
時
期
の
一
八
二
八
年

か
ら
一
八
四
六
年
に
か
け
て
貴
族
院
ト
ー
リ
ー
党
議
員
を
指
導
し
た
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
公
爵
を
「
初
代
保
守
党
党
首
」
と
す
る
見
方
も
あ
る
こ
と
を
、

そ
の
注
釈
で
紹
介
し
て
い
る
（C

f. G
aunt 2015

）。

（
6
） 

当
時
の
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
（C

harles II

）
の
王
位
継
承
有
力
候
補
者
で
あ
る
実
弟
、
の
ち
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世
（Jam

es II

）
が
カ
ト

リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
を
王
位
継
承
候
補
か
ら
排
除
す
る
た
め
一
六
七
九
年
に
「
王
位
継
承
排
除
法
案
」（E

xclusion B
ill

）
が
議

会
に
提
出
さ
れ
た
。

同
法
案
を
提
出
し
、
こ
れ
に
賛
成
し
た
議
員
た
ち
は
初
期
の
商
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
や
非
国
教
徒
（
清
教
徒
）
な
ど
か
ら
支
持
さ
れ
た
が
、
い
わ
ば
国

王
批
判
派
だ
っ
た
た
め
、
今
日
で
い
う
野
党
的
な
「
地
方
党
」（country party

）、
そ
れ
に
対
し
ジ
ェ
ン
ト
リ
層
や
国
教
徒
た
ち
の
支
持
を
集
め
た

法
案
反
対
派
議
員
は
国
王
側
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
与
党
的
な
「
宮
廷
党
」（court party

）
と
い
う
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
区
分
さ
れ
て
い
る
。

実
は
両
派
と
も
、
過
去
の
経
験
か
ら
、
反
動
的
で
「
血
生
臭
い
」
専
制
君
主
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
旧
教
徒
国
王
に
は

─
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ

─
概
ね
反
対
の
立
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
後
者
の
宮
廷
党
は
、
臣
下
の
議
員
が
王
位
継
承
問
題
と
い
う
国
王
大
権
に
介
入
す
る
の
は
い
か
が
な
も

の
か
と
い
う
「
国
王
大
権
尊
重
派
」
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
部
を
除
け
ば
消
極
的
に
旧
教
徒
の
王
弟
を
支
持
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
国
王
は
解
散
総
選
挙
を
断
行
し
、
こ
の
問
題
を
有
権
者
（
世
論
）
に
訴
え
た
が
、
全
体
的
な
国
民
世
論
は
地
方
党
に
味
方
し

た
。
こ
の
結
果
に
不
満
の
国
王
は
、
国
王
大
権
に
基
づ
き
総
選
挙
後
の
新
議
会
を
招
集
し
な
い
こ
と
に
し
た
。
総
選
挙
に
勝
利
を
収
め
た
地
方
党
議

員
側
は
新
議
会
招
集
を
国
王
に
〝
請
願
〟
し
た
の
で
「
請
願
者
」（P

etitioners

）
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
に
反
発
し
た
宮
廷
党
議
員
側
は
、
そ
れ
は
国

）
二
八
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
け
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
の
位
置
づ
け
（
渡
邉
）

二
九

王
大
権
へ
の
干
渉
行
為
で
あ
り
こ
れ
を
〝
嫌
悪
〟
す
る
と
主
張
し
た
の
で
「
嫌
悪
者
」（A

bhorrers

）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ

の
後
、
請
願
者
側
は
嫌
悪
者
側
を
「
ト
ー
リ
ー
」、
嫌
悪
者
側
は
請
願
者
側
を
「
ホ
イ
ッ
グ
」
と
呼
ん
で
、
互
い
に
罵
倒
し
合
う
こ
と
に
な
っ
た

（
渡
邉 2022

：144-145

な
ど
を
参
照
）。

ち
な
み
に
「
ト
ー
リ
ー
」
と
は
無
法
者
や
強
盗
と
い
う
意
味
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語toraidhe

に
由
来
し
、「
ホ
イ
ッ
グ
」
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

言
葉
で
牛
追
い
を
意
味
す
るw

higgam
ore

の
短
縮
形
で
、
転
じ
て
感
激
反
乱
分
子
を
意
味
す
る
言
葉
に
な
っ
た
（
松
村
・
富
田
編 2000

：749

、

812-813

）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
7
） 

一
八
一
五
年
に
穀
物
法
が
制
定
さ
れ
た
政
治
的
背
景
の
一
つ
に
、
ト
ー
リ
ー
党
を
支
持
す
る
地
主
貴
族
や
農
業
関
係
者
な
ど
の
圧
力
が
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
（
一
七
八
九
〜
九
九
年
）
に
伴
う
対
仏
戦
争
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
影
響
を
受
け
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
大
陸
産
穀
物
の
輸
入
困
難

に
伴
う
穀
物
不
足
の
せ
い
で
穀
物
価
格
が
急
騰
し
、「
生
産
者
」
側
の
地
主
貴
族
や
農
業
関
係
者
が
か
な
り
潤
っ
た
。
と
こ
ろ
が
戦
争
の
終
結
に
伴

い
安
価
な
外
国
産
穀
物
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
穀
物
価
格
が
下
が
る
恐
れ
も
生
じ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
が
ト
ー
リ
ー
党
議
員
に
働

き
か
け
て
成
立
せ
し
め
た
の
が
こ
の
穀
物
法
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

同
法
は
予
想
以
上
の
効
果
を
あ
げ
な
か
っ
た
た
め
、
の
ち
に
穀
物
価
格
の
上
下
に
応
じ
て
輸
入
関
税
を
増
減
さ
せ
る
ス
ラ
イ
ド
制
が
導
入
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
穀
物
価
格
が
高
い
ま
ま
据
え
置
か
れ
、
パ
ン
の
値
段
も
下
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
都
市
部
の
商
工
業
者
や
労
働
者
を
主
体
と
す
る

「
消
費
者
」
層
は
大
い
に
苦
し
ん
だ
。

そ
こ
で
、
一
八
三
九
年
に
は
産
業
資
本
家
層
を
中
心
に
、
自
由
貿
易
論
者
で
政
治
家
の
コ
ブ
デ
ン
（R

ichard C
obden

）
や
実
業
家
の
ブ
ラ
イ

ト
（John B

right

）
ら
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
穀
物
法
反
対
同
盟
（the A

nti-C
orn L

aw
 L

eague

）
を
結
成
し
、
穀
物
法
撤
廃
運
動
を
展
開
す

る
運
び
と
な
っ
た
（
松
村
・
富
田
編 2000

：170

）。

こ
の
よ
う
に
一
八
一
五
年
穀
物
法
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
地
方
の
地
主
貴
族
や
農
業
関
係
者
を
主
体
と
す
る
国
内
生
産
者
側
（
主
に
ト
ー
リ
ー
）
と
、

都
市
部
の
商
工
業
者
や
労
働
者
を
中
心
と
す
る
国
内
消
費
者
側
（
主
に
ホ
イ
ッ
グ
）
と
の
地
域
対
立
・
階
級
対
立
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
経
済
的
争

点
を
め
ぐ
る
党
派
対
立
の
様
相
も
呈
し
て
い
た
と
い
え
る
。

）
二
九
（
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主
体
と
す
る

「
消
費
者
」
層
は
大
い
に
苦
し
ん
だ
。

そ
こ
で
、
一
八
三
九
年
に
は
産
業
資
本
家
層
を
中
心
に
、
自
由
貿
易
論
者
で
政
治
家
の
コ
ブ
デ
ン
（R

ichard C
obden

）
や
実
業
家
の
ブ
ラ
イ

ト
（John B
right

）
ら
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
穀
物
法
反
対
同
盟
（the A

nti-C
orn L

aw
 L

eague

）
を
結
成
し
、
穀
物
法
撤
廃
運
動
を
展
開
す

る
運
び
と
な
っ
た
（
松
村
・
富
田
編 2000

：170

）。

こ
の
よ
う
に
一
八
一
五
年
穀
物
法
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
地
方
の
地
主
貴
族
や
農
業
関
係
者
を
主
体
と
す
る
国
内
生
産
者
側
（
主
に
ト
ー
リ
ー
）
と
、

都
市
部
の
商
工
業
者
や
労
働
者
を
中
心
と
す
る
国
内
消
費
者
側
（
主
に
ホ
イ
ッ
グ
）
と
の
地
域
対
立
・
階
級
対
立
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
経
済
的
争

点
を
め
ぐ
る
党
派
対
立
の
様
相
も
呈
し
て
い
た
と
い
え
る
。

）
二
九
（
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三
〇

（
8
） 

い
わ
ゆ
る
「
本
会
議
中
心
主
義
」
の
イ
ギ
リ
ス
で
採
用
さ
れ
て
い
る
議
案
審
議
手
続
き
は
、「
読
会
制
」（reading

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
議
会
慣
習
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、「
第
一
読
会
（
法
案
議
事
日
程
へ
の
上
程
の
可
否
を
決
す
る
）
➡
第
二
読
会
（
委
員
会
の
審
議
報
告
に
関
し

て
審
議
を
行
う
）
➡
第
三
読
会
（
最
終
的
な
可
否
を
決
す
る
）」
と
い
う
三
段
階
プ
ロ
セ
ス
の
三
読
会
制
が
今
日
で
は
定
着
し
て
い
る
。

（
9
） 

「
ホ
イ
ッ
グ
党
」
が
「
自
由
党
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ト
ー
リ
ー
党
と

保
守
党
─
近
代
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
の
一
考
察
─
」（『
政
経
研
究
』
第
六
〇
巻
　
第
三
・
四
号
、
日
本
大
学
法
学
会
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
）
二
六

頁
の
註（
７
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
北
岡
勲
『
西
洋
政
治
史
』
財
経
詳
報
社
、
一
九
七
九
年
、
一
一
八
頁
で
も
「
こ
う
し
て
、
一
八
三
二
年
に
行

わ
れ
た
選
挙
法
改
正
や
総
選
挙
を
契
機
と
し
て
、
自
由
党
、
保
守
党
の
二
大
政
党
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
大
政
党
に
よ
る
議
会
政
治
が
発
展
し

て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
く
、
疑
問
の
余
地
が
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
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［
付
記
］　
本
稿
は
、
二
〇
二
三
年
度
日
本
政
治
学
会
研
究
大
会
報
告
論
文
（
未
定
稿
）
を
一
部
修
正
し
た
内
容
で
あ
る
。
学
会
当
日
は
討
論
者
を
は
じ
め

会
員
諸
氏
か
ら
多
く
の
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
や
情
報
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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